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仁多町教育委員会は、国土交通省斐伊川神戸川総合開発工事事務所の委託を受け、平成■年度

から尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財調査を行っております。本書は、12年度に実施 した遺跡の発

掘調査記録であります。

仁多町が位置するここ斐伊川の上流はかつて「肥乃河上」と称され、名勝天然記念物「鬼の舌

振」、「ヤマタノオロチ伝説」など神話の舞台の地として知られ、数多くの歴史的文化遺産を有す

る地域であります。

今回の調査では、平成11年度に 7カ 所の確認調査と試掘調査、続いて12年度に 6カ 所の遺跡の

発掘調査を実施 しました。本報告書は、ニカ年にわたるこれらの調査内容及び成果をまとめてお

ります。

今回の調査の特徴としては、 6基の横穴墓が発見された「殿ヶ迫横穴墓群」からは、けが治療

のため足を固定 した副木が人骨とともに出土し、当時の治療法を推測する上で貴重な発見があり

ました。また、「時仏山横穴墓」からは、埋葬者 (女性)が身体を飾ったであろう多 くの玉類

(勾玉・切子玉・小玉)が出土 したこと、また、これまで全国的にも例のないうっぶせ状態での

埋葬方法が確認されたことなどであります。このように、数々の貴重な発見と資料を収集するこ

とができ、大きな成果が得られました。これらの成果は、今後の当地方の歴史解明と歴史学習に

活用され、文化遺産の保護に役立つものと期待をいたしております。

終わりに、本調査にあたり国土交通省斐伊川神門川総合開発工事事務所、島根県埋蔵文化財調

査センター、地元関係者をはじめ、多くの皆様から格別の御指導、御協力を賜りましたこと厚く

お礼申しあげます。

平成 13年 7月

仁多町教育委員会教育長  石 飛 弘
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1.本書は、仁多町教育委員会が、国土交通省斐伊川神戸川総合開発工事事務所 の委託を受け

て実施した、尾原ダム建設に関わる予定地内の埋蔵文化財について、遺跡の確認 と発掘調査の

成果報告である。

2.調査対象遺跡等とその所在地は次のようである。

平成11年度

仁多町大宇佐白及び三沢地内の踏査によるマーク地サ点の分布確認調査。但し血27.陥 30。

配32.配68.陥7o.No.71.叱 72.の各地点について

平成12年度

殿ヶ迫横穴墓群 :仁多町大字佐白1278 (旧 配27)

西 尾 社 遺 跡 :   大字佐白1287他 (旧No.27)

亀 ヶ 谷 遺 跡 :   大字佐白1202 (旧 配99)

シ ベ 石 遺 跡 :   大字佐白1183他 (旧配72)

時 仏 遺 跡 :   大字佐白■82他 (旧陥72)

時仏 山横 穴墓 大字佐白■79 (不時発見mlo5)

3.調査体制は次のとおりである。

平成11年度

調査主体者  仁多町教育委員会 教育長  石飛  弘

事 務 局  和久利弘幸 (教育次長) 植田 一教 (教育次長補佐)

広野  進  (主任主事) 平田 昭憲 (社会教育主事)

調 査 員  杉原 清一  藤原 友子  野津  旭  (仁多町教育委員会)

調 査 指 導  島根県教育庁文化財課 島根県埋蔵文化財調査センター

調査作業員  青戸 延夫  安立 一男  春 日 昭二  新田 憲道  山根 知雄

平成12年度

調査主体者  仁多町教育委員会 教育長  石飛  弘

事 務 局  藤原 久― (教育課長) 植田 一教 (教育課長補佐)

平田 昭憲 (社会教育主事)

調査担当者  杉原 清― (島根県文化財保護指導委員)

調 査 員  野津  旭  (仁多町教育委員会嘱託職員)

藤原 友子 (三刀屋町文化財委員)

調査補助員  足木 嘉宏  赤名 卓大  (仁多町教育委員会)



調 査 指 導  島根県教育庁文化財課

蓮岡 法障 (島根県文化財保護審議会委員)

山根 正明 (島根県立松江南高等学校教諭)

調査作業員  青戸 延夫  安立 一男  伊藤 正樹  春 日 昭二  田中 修司

山根 知雄

4.出土人骨遺物等の鑑定、年代測定、科学分析は次の方々に依頼し、その結果は本書付編に収

録した。 (敬称を略す)

人骨鑑定  井上 晃孝
望C年代測定  )「 1野 瑛子  柴田せつ子 (大阪府立大学先端科学研究所アイツトープ総合研究センター)

鉄滓等の分析調査  村川 義行 (安来市体育文化振興財団和鋼博物館)

5。 現地調査と報告書作製にあたっては下記の方々から助言と協力をいただいた。 (敬称を略す)

内田 寛一  落合  進  景山 真二  宍道 正年  鈴木 紘一  田中 一雄

西尾 克己  林  健亮  松本 岩雄

内田工務店 (有)佐 藤工務所 (株) まるなか建設 (株)

6.挿図中の方位は、国土第Ⅲ座標系の値を示したもののほかは調査時の磁針で示した。なお磁

気西偏角は 7° 15′ ほどであった。高さは標高で示した。

7.遺物の実測、挿図の浄書等は藤原、赤名が担当し、野津、足木が協力し、藤原 信幸も加わっ

た。写真撮影は野津、赤名がそれぞれ行った。カットは赤名が担当した。

8.執筆は杉原、野津で分担し、日次と文末に氏名を記した。編集は杉原、野津、藤原、赤名が

行つた。

9.出土遺物や調査図・写真は仁多町教育委員会で保管している。
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序文                              教育長  石飛  弘
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調査に至る経緯と経過

1.いきさつ

本町の尾原ダム建設に伴 う埋蔵文化財調査は、平成 4・ 5年度 2カ年にわたつて県文化財課及

び県埋蔵文化財調査センターによって踏査、分布調査が行われた。以後、追加調査が実施され、

本町のダム建設計画区域内において、約30カ所の遺跡及び要試掘力所、要注意力所が確認された。

こうした調査結果を踏まえ、町では11年度から仁多町教育委員会が調査主体となり、尾原ダム

建設事業による工事等によつて現状が変更され、また将来にわたつて保存及び調査不可能な遺跡

について、文化財調査を実施することとなった。

H年度は、周回道路建設及び残土処理計画予定地内において、事前調査で埋蔵文化財調査が必

要とされたNO.27、 No.30、 NO.32、 NO.68、 No.70、 No,71、 配72の計 7カ所について確認調査、試掘調査

を実施した。H年度に実施した確認調査の概要については、本報告書にあわせて記載しているの

でご覧いただきたい。

12年度は、11年度の確認調査結果を踏まえ、No.27-A(西尾社遺跡)、 No.27-B(殿 ヶ迫横穴墓

群)、 陥32-C・ D(林原山頂遺跡)、 配32-F(小廻上遺跡)、 NO.72-A(シベ石遺跡)、 陥72-B

(時仏遺跡)の発掘調査、そして新たに血99(亀ヶ谷遺跡)の試掘調査、計 7カ所について調査

を行 うこととした。年次計画により調査を進める中、 9月 下旬、尾原ダム建設付替道路町道人代

三沢線工事中に横穴墓一基が新たに発見され、関係者協議の上、仁多町教育委員会が緊急の発掘

調査を行つた。この遺跡は配105(時仏山横穴墓)と した。こうした緊急の調査を実施したこと

もあり、当初予定していたNo.32-C・ D(林原山頂遺跡)と NO.32-F(小 廻上遺跡)の調査につ

いては、次年度以降の調査となった。なお、No.99(亀ヶ谷遺跡)については、試掘調査に引き続

き発掘調査を実施した。

12年度の調査は、面積的には小規模ながら調査力所が多く、場所的にも山あいに位置するなど

調査自体多くの困難が伴ったが、調査団の精力的な取り組み、少人数ながらよく連携が図られた

調査体制により、当初の計画が概ね達成され、多くの新たな発見と成果を見ることが出来た。

以下、12年度の発掘調査結果をここにまとめた。

(植田)
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2.平成11年度遺跡確認調査について

県教委によつて行われた事前の遺跡分布調査 (踏査)により指摘された地′点について、平成■

年度仁多町教委は次の諸地点の確認調査を行い、本調査の要否等を検討した。その調査経過と成

果の概要は次のようである。

1)経 過

作業の流れを抄記すると次のようである。

平成■年 4月 5日  打合せののち現地の下見
15日   作業計画打合せ

21日 ～ 30地点 地形測量～試掘

5月 13日 ～ 32地点 地形測量～試掘

6月 4日  32-B地′点 石積遺構現地指導を受く

宍道正年・ 松本岩雄 (島根県埋蔵文化財調査センター)

〃  (27地 ′点 地形測量を委託する)
28日 ～ 72地点 草刈りから始める

7月 8日 ～ 68地点 草刈 りのち地形測量

21日 ～ 71地点 草メUり から始める

(中 断 )

12月 10日  27地点で横穴墓群を確認

12月 12日

～ 3月 14日  各地点の補充調査

平成12年 1月 13日  調査概要とりまとめ

2)成果の概要

27地点

∴地 形

斐伊)IIに大きく張り出す丘陵の先端部で地区の氏神である西尾神社が祀られていたところであ

る。この尾根を登りつめると中世三沢氏の支配する水ノ手城跡に至る。小学地名は斐伊川に面し

た西斜面は「西ノ尾」、東の谷に面しては「殿ヶ迫」であり、社地は「東垣内」となっている。

∴調査方法

約200× 120m範囲について立木のまま地形測量を行い、一部に試掘 トレンチを設けて観察した。
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図2.27地点地形図

∴調査所見

1)事前分布調査で指摘されている鉄滓等は認められなかった。

2)麓から尾根沿いに登る路は大きく掘 り割ったもので、西尾神社敷地とともに中世城郭の一

端かと思われた。

3)南西突端部は「トウダエカケ」「灯台掛道上」などの地名から近世行われていた川舟運輸

に関与するものかと思われた。

4)社祠後背丘上に集石遺構がある。
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5)社地から約150mほ ど登った尾根上に小マウンドがありその東斜面に連続する落ち込みが

あり、試掘によつて横穴墓群を確認した。

以上から西尾神社付近をA地点とし、中世砦遺構かとした。

尾標を登つた横穴墓群はB地点としてこれを区分した。

30地点

..地
 形

淋原地区字橋詰の南西で、北に開くやや広い谷地形の水田部分である。小字地名は「色黒」

「家ノ廻」で、10数年以前に回場整備工事が行われ旧来の棚田地形は大きく変わっている。対象

範囲は宅地を除く約150× 130mで、事前の指摘の「地名により傍ありや」は誤 りである。

∴調査方法

範囲内の地形測量を行い、谷を縦断するトレンチ 2本を設けて観察した。

∴調査所見

2本の トレンチの結果は本質的にほとんど同様で、回場整備工事による敷き均し土層が幾重に

も重なりあつているが、その下に部分的ながら旧水田上の残るところと、粘質地山のところがほ

ば交互に認められる。いずれも地下浸透水が多く、旧来の伝承であるフケ田 (強湿田)であつた

ことがうかがわれる。これら下層土中からも文化財に関する何らも検出し得なかった。この状況

から開田以前の旧地形は浅く広い谷間で水湿であり、人為は及んでいなかったと思われた。よつ

て、遺跡調査の対象地から外すこととした。

32地点

∴地 形

当初指摘が「緩斜高まりあり、山林」としている山林で、南北約400m。 東西350m頂部に林原

三角点のある独立山塊のほぼ全域が対象である。この頂部から四方へ派生する支尾根があり、山

腹はいずれも急斜面である。

∴調査方法

稜線上総延長約800mについて実測 したうえで、頂部のほかに小平坦面や緩やかな部分もある

ことからこれに着目して、A～ F地点として トレンチを設けて観察した。

∴調査所見

A地点 :北尾根下端近く荒神神木の巨株がある、わずかな緩斜面である。 トレンチによつてみる
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B地 点

と全く人為の痕跡はなく、また焚火跡等も認められなかった。この状況からA地点は

調査対象地から除くこととした。

北尾根中ほどに20× 8mほ どの平坦面があり、中央に石積み遺構と縁辺に2ヶ 所凹入

地形があつた。また付近には 1～ 2mほ どの巨石が露頭していた。 トレンチによつて

みると石積みは川原の円礫を用いた石積み塚で、中心部は深く攪乱されている。これ

は
｀
イシグロサン"と 呼んでいて墓地移転に際し掘 り返したところと聴いた。しかし

残存状況は良いとは云えず、またその性格もいまひとつ明確にし難かつた。凹入地形

部分は試掘によって炭焼窯とその材料壮土採掘部であると判断された。

山頂のフラットな面の南側 (C地点)と 北側のやや高まるところ (D地点)であり、

その間はわずかに鞍部をなしている。 トレンチによってみるとC地点北東縁部に縁石

を置いたわずかな削り出しテラス状地形が、D地点北西縁には 2段の小テラスが削り

出して造られており、その 1つにはわずかながら木炭片が認められた。しかしこれら

の性格については明確にし難かった。

山頂から南東へ大きく急降下してやがて高まる陵端部でその先下方は “三沢坂の路"

とされる間道があったところである。このフラントな面は略円形で人工的な面か否か

をトレンチで検討した。土層はすべて自然土層序であったが、表面中央に幅1.2～ 1.5

mの踏圧かと思われる部分があり、かつて山通いの路であったかと思われた。しかし、

遺跡につながる何らも認められなかったので今後の調査対象からは外すこととした。

山頂から南東へ大きく下つて斐伊サIIの屈折するあたりに張り出す瘤状地形のところで、

現行の墓地とそれに続くやや平坦な面が 3面認められる。調査は60× 20mほ どの範囲

について地形測量を行い、3本の トレンチを設けて観察した。最も広いフラットな頂

面は表土が厚く畑耕作が行われたところであつた。それに続く第 2面、第 3面は削り

出して前方に盛ったテラス状にした加工段であり、それぞれ前端には土留めとみられ

る石積みがみられる。これらも一時畑地となつていた可能性があるが付近には耕地は

なく、墓地も含めて中世に関わる川沿いの物見郭の可能性も否定出来ない。

C・ DltL′点

E地 点

F地 点

32地点については以上のようにB,C～ D,Fの各地点についてさらに調査を要するものとし、

A,E地点は自然地形のままであることから調査対象から外すこととした。

68地点

∴地 形

上布施地区から南へ長く延びる丘陵の前半部分で、町道によつて先端部分が切断されている。

尾根上はやや狭くところどころで高まりながら続き、山腹はいずれも急斜面又は旧崩壊崖となっ

ている。事前の指摘は「字大横手で、平坦面」となっているが、ところどころの高まりを指すの

であろうか、かつての旧山路の痕跡がほぼ尾根伝いに認められる。
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∴調査方法

稜線上を対象に約170mについて刈払いの後地形測量を行い、高まり部と極く狭崎な鞍部とに

トレンチを設けて観察した。

∴調査所見

尾根上の幅は2.0～ 2.5mほ どで高まり部はやや厚い表層土の森林土層序であり、自然のままで

あつた。鞍部は幅0,75mほ どの路面で旧地形の上に台形の盛土を行つたものであり、地形鞍部に

盛上した陸橋状の通路であった。この通路はほぼ尾根沿いに通つていて411路 とみられた。このよ

うに文化財に関する所見はなく、調査対象から外すこととした。

70地点

∴地 形

奥まつた谷間に北か

ら張り出す小支尾根と

その西側の小谷部分で

ある。この尾根は傾斜

しながら谷川へと急降

下している。事前の指

摘は「平坦面」となつ

ているが、何処を指し

ているのか不明である。

∴調査方法

刈払い後精査の予定

で、先ず現状のまま踏

査した。 しかし何らの

異状もなく自然地形の

ままであることから谷

間やや下方のやや広い

部分にトレンチを設け

て観察した。

∴調査所見

人工的加工地形もな

図 4-1.68地点地形図

図4-2.68地点土層図

気
塗
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27000A′

27360B′

1

2

3

4
5

6

表層    5Y7/4浅黄
表上    25Y4/2暗灰白
盛±   5Y72灰 白
旧表上   25Y7/3浅黄
風化地山  25Y5/3黄 褐
地山心±  5Y8/3淡 黄
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く、 トレンチでは近世とみられる枝木焼きの炭灰層が一部分にみられたのみである。よつて調査
対象から外した。

71地点

..地
 形

前布施橋のあたりに向かって南西に下降する支尾根で、尾根端はやや平坦気味であるが高まり

にはなっていない。尾根を70mほ ど遡ったあたりから急峻となる。南裾の谷間は林木運搬のため

▽

図5-1.70日 71地点地形図

1 表層、表上  10YR 5/1褐 灰
2 流入上   loYR 4/1褐灰
3 炭灰上   N2/  黒
4 旧表上   loYR 5/3にぶい黄橙
5 地山心上  10YR 8/3浅黄橙

1 表層、表±  7.5YR 2/1黒
2 風Tヒ地上   7.5YR 4/6褐
3 地山心±   10YR 7/2にぶい黄橙

0             2m

鞣
71地点

図 5-2.70・ 71地点土層図
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重機によつて作業路がつくられ、それより急昇して谷奥に達している。指摘事項は「平坦面」と

なつている。

∴調査方法

延長約130mに ついて刈払い、踏査による地表からの観察と丘端上のフラットな面に トレンチ

を設けて観察した。

∴調査所見

谷入口部は現町道と運材用の埋め立て平地になっている。丘陵南側中腹にはほば水平に走る水

路跡と思われる横手路があり、その先端は丘端の崖に達している。丘端部のフラットな面は森林

自然土層のままで人為の痕跡はなかった。これによつて調査対象から外すこととした。

賜

溺ゝヽN

鉾
｀

獅

Ｈ ンノンク

105地点地形図
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72地点

∴地 形

斐伊)||が 強く屈曲して流れる瀬先にあたる丘陵端部で、川に面した南西斜面は岩盤質の崖地形

である。約70mの尾根基部あたりはややフラントな面となり、さらに一段高くフラットな面が奥

に広がっている。

∴調査方法

100X10～ 20mの丘陵上面を刈払い、地形沢1量ののちトレンチ 3本を設けて観察した。

∴調査所見

丘端頂部は岩質の地山に狭い削平面がつくられていて、尾根上にはこれに連なる削り出した山

路があり、その際にυF除 した礫石が傍らに積まれている。この路は南谷奥方面へと続き、南西方

向麓部の集落へ至るものと思われる。尾根基部一段高い緩斜面には直径約 5mの人工とみられる

マウンド1基がある。この2ヶ所については次年度以降調査を要するものとした。

平成11年度の調査概要は以上のようであり、これによつて次の結果を得た。

棄 却 した地 点 は地 30,NO.32-A,陥 32-E,NO.68,No.70,配 71

本 調 査 を要 す る地 点 はNO.27-A,N027-B,NO,32-B・ C～ D・ F,配72-A・ B

3.平成12年度発掘調査の経過

年度当初、仁多町教育委員会は昨年度において確認した諸点について発掘調査を行うこと、及

び新しく要確認地点として99地′点の分布確認とそれに引き続いて本調査を行うこととした。とこ

ろが、9月 に調査区域としていなかつた地点で施工中に横穴墓が発見され、これの緊急発掘調査

を行 うこととなった。そのため当初予定地点のうち32地点についてはこれを次年度以降に延期す

ることとし、次のような流れで作業を進める結果となつた。

平成12年 5月 9日  本年度発掘調査予定地について伐木を森林組合へ依頼
22日  7歩A地′点 発掘調査開始

25日  72-B地点 発掘調査併行開始

6月 12日  2卜B地′点 地形測量開始

15日  99地′点 草刈 り、地形狽1量のち試掘確認

26日   〃 本調査発掘に切り替える

7月 27日  27B地 点 発掘調査開始

8月       〃  この間 1-1号穴～ 5号穴の調査

9月 1日    〃  現地指導会 (池淵氏、蓮岡氏、西尾氏)
2日    〃  現地説明会 参加者42名
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9月 4日    〃  被葬者供養

6日    〃  井上晃孝先生により人骨取り上げ

13日     〃  HC年 代沢1定依頼のための木炭試料準備のち発送

22日  亀ヶ谷遺跡出土鉄滓等の冶金学的検討を和鋼博物館に依頼

27日  字時仏山にて工事中、横穴墓を発見との連絡あり現地確認す

10月 3日  三者協議の結果、以降の予定を変更して時仏山横穴墓の緊急発掘調査

を始める

11日   時仏山横穴墓 人骨取り上げ 現地終了

12日   27-A地点 試掘拡大及び本調査開始

H月 14日

12月 1日

〃  現地指導会 (山根氏、蓮岡氏、池淵氏ら)
〃  現地調査終了

24日 ～ 各地点の調査データ整理、出土土器の処理等、内業を開始する

このように平成12年度の調査は当初計画を若干変更しながら次の各地点について行ない、32地

点関係を後送りすることになつた。

旧分布地図陥

72-A

72-B

27-A

27-B

99

(105)

届出遺跡名

シベ石遺跡

時仏遺跡

西尾社遺跡

殿ヶ迫横穴墓群

亀ヶ谷遺跡

時仏山横穴墓

(杉原)

ほ
((ヽ(爬域ツ

99地点地形図
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Ⅱ 位 置 と環 境

各調査地点は大まかに仁多町中心部である三成の町並みから北西約 3 km、 標高約300mほ どの

斐伊サII本流沿い地帯にあたる。

斐伊川はこのあたりで南北から張り出す比高100mほ どの支尾根の突端を削りながら大きく蛇

行して北西方向へ流れ下るところであり、河床には流れで円磨した巨岩が類々と重積している。

一帯に母岩は角閃石を含む花商岩の地域で、近世以来かんな流しによる砂鉄採集が盛行したと

ころでもある。中世には出雲最強の国人と呼ばれる三沢氏の拠点区域であり、城砦が点在する。

さらに古くは、出雲神話の “肥の川上み"にあたるところとされ、古墳時代後～末期の古墳や横

穴墓等がやや密に分布 している。これらは大宇佐白及び人代地区と大宇鴨倉地区に集中する傾向

がみられ、また河岸段丘上には点々と縄文時代の痕跡がみられる。

図示した範囲について主な遺跡を概観すると、縄文晩期初めごろの暮地遺跡は倒立並置埋甕が

発見されて著名であり、下鴨倉遺跡は縄文前期以降晩期に至るまでほとんど各期の土器片を出土

する中国山地での代表的な縄文遺跡である。この 2例は斐伊川及びその支流である阿井川の河岸

丘に立地している。弥生時代の遺跡は顕著でないが後期から古墳時代へかけての集落を思わせる

遺物散布地が挙げられる。

古墳や横穴墓は多数知られているが、中期後半の丸子山古墳以外は後期～末期に属す。丘陵頂

部や尾根上には主として中小の円墳があり、代表的なものは布勢地区では玉雲寺上古墳群、一畑

山古墳群や希少な前方後円墳の長福寺古墳がある。三沢・鴨倉地区では丸子山古墳に近い深谷古

墳群や正覚古墳群、家ノ上古墳群、菅田古墳群等があり、穴観 2号墳は前方後方墳として仁多郡

内最大である。横穴墓もこれら円墳の分布にほぼ等しく、支尾根山腹に数穴単位の群をなしてお

り、発見時には立地が風化花南岩 (真砂土質)のためにか人骨の残存が特に良好であったとされ

るものが多い。そのうち比久尼原V号横穴では集骨葬で、その上に絹布が被せてあった希少例で

ある。

中世城郭では県指定文化財の三沢城跡が筆頭で、これに関わる支城の布広城のほかに砦城とし

て水ノ手城や、やや後出する佐白城などが山頂或いは丘頂に築かれて出雲国南端部の守りの一角

をなしている。

中～近世は製鉄産業の盛行したところであり、近世以降原料砂鉄の採掘場であるかんな流しの

あとは大学鴨倉や大宇佐白、人代あたりに散在する。中世は河川から採取していたようだ。この

砂鉄を製錬するたたら跡は大字人代地区の金原炉跡 (近世)、 大字三成の吉ヶ迫製鉄跡 (中世か)

或いは三成鍛治屋小路遺跡などが知られている。
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A 亀ヶ谷遺跡   1 光善寺古墳   10 正覚古墳群     19 林原古墳      28 上布施横穴群
B シベ石遺跡   2 穴観古墳群 1号 H 家ノ上古墳群    20 水ノ手城跡     29 すげた横穴群
C 時仏山遺跡   3   〃  2号  12 暮地遺跡      21 上布施一畑山古墳群 30 堂ノ前古墳
D 殿ヶ迫横穴墓群 4 菅田古墳群   13 武者山遺跡     22 大方遺跡      31 金子松炉跡
E 西尾社遺跡   5 比久尼原横穴群 14 深谷古墳群     23 玉雲寺上古墳群   32 長福寺古墳
F (林原山頂遺跡)6 どけや古墳   15 吉ヶ迫遺跡     24 佐白城跡      33 長福寺遺跡

7 三沢城跡    16 吉ヶ迫製鉄跡    25 佐白 。原餌跡    34 長福寺古墓
8 布広城跡    17 丸子山古墳群    26 中山古墳群     35 金原領跡
9 為石古墓    18 三成鍛冶屋小路遺跡 27 上布施遺跡     36 伊賀武社境内横穴墓
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調 査 面 積  1000∬ (内 発掘855だ )

調 査 指 導  西尾克己 (島根県埋蔵文化野調査センター)

蓮岡法障 (島根県文化財保護審議会委員)

池淵俊― (島根県教育庁文化財課)

人 骨 鑑 定  井上晃孝
盟c年代測定  川野瑛子 (大阪府立大学先端科学研究所)

調 査 期 間  平成12年 7月 27日 ～ 9月 27日





1.は じめに

尾原ダム建設関連で計画された前布施地区作業道敷設予定地内の該地において、事前の指摘は

27地点 「散布地 (鉄津)」 となっていた所で、平成11年度の分布調査においては遺物としては何

らも発見できなかったが、この地点には中世城郭の虎口を思わせる構造 (27-A地点)や、北ヘ

上る尾根中程にある数力所の落ち込みから横穴墓 (27-B地点)が予想され、 トレンチにより確
認 した。そして本年度本発掘調査を行つたのである。遺跡名称は、27-A地点を「西尾社遺跡」

とし、27B地点を「殿ヶ迫横穴墓群」とした。

殿ヶ迫横穴墓群は、斐伊川に向かい南西に大きく張り出す丘陵を北へ登る尾根の中間にあたり、

稜線南～南東斜面上方に位置する。数力所の落ち込みのうち、一つ (4号としたもの)に トレン

チを入れた結果、横穴墓の前庭部を検出した。そして本年度横穴墓と思われる箇所にすべて トレ

ンチを入れ、検出した6穴について750ポを全面発掘した。

2.立地と環境

隣接する高地の上布施地区から南西の斐伊川に向かつて長く延びる高い着尾根の中ほどに位置

する。この尾根の先端部には西尾神社や虎口状構造が造られているところである。

この丘陵は尾根上の幅が約 6～ 8mほ どで東西両斜面ともに急峻であり、特に宇「殿ヶ迫」の

谷に面した東側は大きく崩壊崖となっている部分が多い。また尾根に沿つて地山母材に地割れか

と思わせる破砕帯又は亀裂状の部分がところどころにみられ、上記の大きな崩れ崖の起点もそれ

かと思われるふしがある。尾根半ばあたりではこれを幅広く削って柚路としていたところもあり、

その高まるところを活かして墳丘状小マウンドがつくられ、その南～南東斜面に当該横穴墓群が

営まれている。

またこの横穴墓群の南東麓には「堂本」「元屋敷」「本家」などの屋号がみられ尼墓などと伝え

る古墓もある。

3.調査の概要と範囲

斐伊サ||に大きく突き出す丘陵を北へ上る尾根中程の稜線南～南東斜面に位置する8ヶ所の落ち

込みにトレンチを入れ半裁し、横穴墓であるか否かを確認した。 《うち1つは前年度に確認済み

(落ち込み4)》

その結果、落ち込み4よ り南にある落ち込み 3箇所は横穴墓であり、南側から1号横穴墓・ 2

号横穴墓・ 3号横穴墓・ 4号横穴墓とした。残 りの落ち込み (5・ 6・ 7・ 8)は トレンチで断面

を観察した結果、根株を掘り起こした跡であった。落ち込みNO.5～ 7には遺物は何らもなかった

が、落ち込みNO.8の急斜面の表層からは弥生土器の平底部を検出した。これは他からもたらされ

て流れ込んだのであろう。

1号墓については当初 1穴だと思っていたが、発掘する過程でもう1穴発見したので、向かつ
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3 流入上

4 地山心土
27580 4′ 風化地山

F′

10YR 7/4(にぶい黄橙)
粘質プロック含む粗砂
10YR 8/6(黄橙)
粘質土
7.5YR 6/6 (狛豊)
7.5YR 6/6 (花豊)
7.5YR 7/6 (瓶豊)

層
土
上

表
表
盛＼導4′

図 1.後背墳丘 トレンチ層



図2.殿ヶ迫横穴墓群地形図
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て右側を1-1号穴、左側を1-2号穴とした。のちに 1号の上方 5m程の所で小型の横穴墓を

発見、これを5号穴とした。

各横穴墓は トレンチで半裁した後前庭から玄室にかけての土層の堆積状況を観察し、その後全

掘し玄室内の流入土・崩落土を排出した。また、調査区全域約1000だを25cmコ ンターで平板測量

した。

後背墳丘については、四分法により全面発据を行つた。全面発掘面積は855だであった。

4.遺 構

1)尾根上の遺構と墓道

榊路沿いに尾根上が縦断された東側のわずかな高まり部で、北に続く尾根筋を深く掘り切つて

若干盛 り上げマウンドとしている。

_.と .一
‐ ~ 王華ユ炭灰散布

鶴 熱変色部

表上   10YR 7/2(1こ ぶい黄橙)
流人上  10YR 7/3(1こ ぶい黄桂)
炭混り上  10YR 2/1(黒)
〃   10YR 2/2(黒 褐)
炭混り上  10YR 2/1(黒 )
流人上  10YR 8/6(黄橙)
地山心上  7.5YR 6/6(橙)
風化地山上 7.5YR 7/6(橙 )

図3.後背墳丘と周溝断面
0         2m

―

L=275,00

才́ィ巧十~百~≒~′象
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この周溝は上端幅2.7m。 深さ1.lm・ 底幅0.6mであり、溝底では2回にわたる焚火跡が検出

された。この周溝は尾根を切断するのみで、他の丘腹面は自然斜面に摺りつけている。マウンド

頂面は現状で薄く盛上してあり、直径約5。 5mの円形と推定されるが南西地下り方向は雨水の流

下によるとみられる幅 2～2.5mほ どの浅い溝状に崩壊している。

1-1～ 5号の横穴墓群はマウンドの南東～南側 5～10m下つた斜面に営まれていて、マウン

ドに直入するプランのものは3号穴である。マウンドの斜面や、下つて各号横穴墓の前庭部に流

入した土中から土器片が検出された。これらの多くはマウンド上からの転落流入とみられた。

マウンド上では橙色に焼成した須恵器の細片が雨水溝内から1片出土したのみであるが、周溝

の南端付近には同様の須恵器片 3個や須恵器大変片 2個が検出された。この溝内での出土レベル

は溝底からそれぞれ40cIIlほ ど浮いていて、焚火跡や炭灰はその下に堆積していた。なお炭片は小

枝状のものであつた。

また、マウンドから雨水溝の流下にそつて南西へ尾根の緩やかとなる15～20m位置では、表土

下面～流入土中から須恵器大甕片 7個が検出された。しかし、これは頂部の品と同一の個体では

なく、マウンド上から流下したものか或いはマウンドから下つた尾根上からのものなのかは不明

であった。この個体の破片とみられるものが直下の 1-1号穴前庭流入上にもみられた。

各号横穴墓についてみると、 2号穴及び 5号穴は玄室上もすべて崩落して上方から流入土が積

もつており、 1-1号 穴は玄室奥部が剥落はしているものの庇状に残つていて、玄室内は流入土

で充ちている。 1-2・ 3・ 4号穴は羨道部を含むほぼ全容が残つていたが入日から土砂が流入

していた。そしていずれの号についてもその前庭部は両側面の崩土の上に上方からの流入上が多

量に積もつている。これらの流入土中には土器片が混入しており、特に左端で一段低い 1-2・

1-1号穴においてである。これらの多くは須恵大甕片であるが、なかには例えば4号穴前庭で

は中世陶器や、 1-2号 穴前庭では川石の小円礫なども一緒に出上している。

丘上・前庭部出土遺物一覧表 1

マウン ド

頂 部 スエカ メ片 1(表 土下)

周溝 内南寄 り カメ片 2(堆積土)
南  斜  面 スエ (糸田)1      スエ (赤)郷片 4 黒曜石片 1(表土下)

4  号 穴 前 庭 スエカメ片 1 スエ (赤)杯片 1 中世陶 1(流入土)

3  号 穴 前 庭 スエカメ片 2 スエ (赤)不片 1(流入土)

2  号 穴 前 庭 スエカメ片 2 石斧片 1(流入土)
5号 穴 及 び そ の 付 近 ― な し 一

1-1号 穴 前 庭 スエ フタ 5 スエ台郷 2 平瓶 2(羨道直前堆積 )

1-2号 穴 前 庭 スエカメ片 5
小円礫 4(流入土)

1号 上 方 尾 根 上 スエカメ片 7(堆 積 土 )
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なお、 1-1号 穴の羨道の高さに相当する部分にはカカリの付く須恵の蓋片や高台付郭片、平
瓶片及び刀子片などが集中して出土する砂土層があつたが、これは丘上からの崩落流入とは考え

難かつた。

このほか各号穴の前庭前端を連絡する路面を部分的ながら検出することが出来た。 2号穴から

斜め上方へ 3号穴、そして4号穴の前庭前端を結ぶもので掘削土を掻き出した盛土上に幅50～60

clllほ どの踏圧面として認められる。この路面は地山や旧表土面を掘削することは行つていなかっ

た。

2)1-1号 横穴墓

当該調査区最南端に位置し、磁方位 S8° 40′ Eの方向に開口する。床面の標高は262,7mで あ

る。

前庭部

奥幅1.lm・ 奥行き2.6mを測る。向かつて左側に際接する1-2号穴と前庭を共有している。
床面は前端部に向かつて僅かに傾斜する。

前庭部遺物出土状況

1-1号穴は 1-2号穴と前庭を共有しているため、 1号穴前庭として一括して扱 う。

須恵器10,点・石礫 4′点を検出している。須恵器は内面にかえりの付く蓋が 5,点・郷身 2,点 (う

ち高台の付くもの 1点)・ 平瓶 1点 。大甕片 2点で完形のものはなく破片のみであつた。これら

の遺物はいずれも堆積土中に包含され、上方からの流れ込みと考えられる。うち、須恵器片 2点

は羨道部へも流れ込んでいた。

羨道部

奥幅0.68m。 前幅0.60m・ 奥行き1.3mを測る。天丼部は完全に崩落している。推定復元高は

0.8m弱 くらいだろうか。前端部の閉塞部は床面に深さ6 cmほ どの挟 りが認められる。

玄 室

現況では幅が奥壁側で0,96m・ 袖側で1,16m。 最も広い部分で1.3m・ 奥行き2.45mを 測る。

天丼部・奥壁の遺存状態はきわめて悪い。平面的には長方形月同張りのプランを呈している。天丼

部は崩落し原型を留めないため高さは不明である。玄室の形態は断面三角形をなす三角>ン ト形

で、妻入り両袖様式であったと推定される。

玄室内遺物出土状況

玄室内からは須恵器 8′点・鉄器 1点を検出している。奥壁右隅の壺は、横になつた状態で薄い

敷砂の上から検出した。奥壁左隅の台付長頸壺は、横に倒れた状態で l cmほ どの敷砂上から検出。

玄室中央部の刀子は浮いた位置で検出した。天丼崩落の際に移動したものと思われる。右袖部の

大壺は床を6 cm掘 り込み据えられていた。大壺奥隣りの疎は、横に寝た状態で敷砂 5 cmの 上から

検出した。左袖部には手前から輪つまみ付き蓋 (18)・ やや大ぶりの高台付不 (20)。 高台付イ
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1 表層
1′ 表土
2 流入土
3 炭灰土
4 流入土
5  〃  (粗砂混)
6崩 土 (″ )

7  〃  (粗 砂)
8  ″  (粗大砂)
9  〃  (粗 砂)
10均し上  ( ″ )
11 地山心土 (荒 砂)

(やや粘質土)7.5YR 5/2

TTT

|

10YR 5/1-3/1
10YR 5/2

10YR 6/4

10YR 6/3

10YR 6/4

10YR 6/3

10YR 6/4
―
―

く

O    L=263.00    2m

図4.1-1号 穴 実測図
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図 5.1-1号穴 玄室内の状況

0                     1m

(19)の順で検出した。これらは l clllの 敷砂の上に据えられていた。 (18)と (20)はセット関

係と考えられる。この(18)(19)(20)と も上向きの状態であった。中央の (19)は床より5 clll浮い

た位置に伏せた状態で出上した。

3)1-2号 横穴墓

1-1号横穴墓の西側に隣接しS8° 00/Eの方向に開日する。床面の標高は262.55mである。
前庭部

奥幅約1,2mを測 り、 1-1号 穴と前庭を共有しているためか右側に広い。床面は玄室床より

約10cIIlほ ど高く前端部に向かつて僅かに傾斜する。

羨道部

やや歪な形であるが奥幅0,7m弱・前幅0.5m・ 奥行き1。 lmを測る。玄室に向かつて僅かに広

がるタイプである。天丼部は一部崩落しているが推定復元高は0。 7m程だろう。前庭部境界の閉

塞部は深さ9 cmほ どの快 りが認められる。

玄 室

規模は幅が奥壁側で0,73m・ 袖側で0,7cm・ 奥行き1.63mを測る。玄室中央部から羨道にかけ

ての天丼は崩落していたが奥壁左右両壁の残 りは良かった。1天丼部の残存している所で高さ0。 85

mである。非常に高さの低い玄室である。平面的には長方形プランを呈している。両袖は現況で

は崩落のため歪な形状であるが、元来は右袖は左袖に対する位置にあつたと考えられる。しかし、

両袖とも僅かなアクセントしかもたず羨道から玄室にかけての平面プランはずんどうな印象をう

ける。玄室の形態は断面は九味のある三角テント形で妻入両袖様式であろう。
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図6.1-2号穴 実測図

L=262,80
0         1m

埋葬状況

玄室内には1体の埋葬人骨があった。骨の1残存状況は概ね良かった。埋葬は頭位を手前にして

玄室ほぼ中央に仰臥伸展位で置かれていた。供献土器、装身具等は何らも―検出できなかつた。

―-26-一



o                 50cm

図 7.1-2号穴 玄室内の状況

4)2号横穴墓

2号穴は前述の 1号穴より1段高い位置に造られた横穴墓群に属し、 5号穴の東側約 6mの と

ころに位置し、S2°00′ W方向に開口する。床面の標高は267.18～ 267.27mである。

前庭部

奥幅約1.4mで最も広く前庭奥から手前に2mの位置で最も狭く0。 8mである。床面は奥端が高

く前方へ向かつて僅かに傾斜する。

前庭部遺物出土状況

流れ込みによる堆積土中から石斧片を検出したのみである。

羨道部

奥幅0。 65m・ 手前幅0.67m・ 奥行き1.2mを測 り、平面的にはほとんど幅に差の無いものであ

る。天丼部は崩落しているが推定復元高は0,7mほ どだろう。羨道前端の閉塞部床面には深さ

8 cnほ どの挟 りが認められる。

玄 室

規模は幅が奥壁側で0.88m・ 袖側で1.12m・ 奥行き2.66mを測る。天丼部は完全に崩落してい

る。平面的には奥が狭く、手前がやや広い長方形プランを呈す。床面は奥壁側が高く中央部でや

や窪む。推定高は天丼部のやや残 りの良い奥壁部分から考えて1.2mほ どと考えられる。玄室の

形態は断面三角テント形で妻入 り両袖様式である。

玄室内遺物出土状況

玄室内からは須恵器 6点を検出している。奥壁中央～右寄りに不蓋 2点、杯身 3点を0.5cIIl～

3 clllの敷砂の上から検出。いずれも上向きの状態であった。玄室手前から75cm入つた右壁沿いか

らは床面直置きの壺が、右壁側に倒れた状態であった。
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図8.2号穴 玄室内の状況

5)3号横穴墓

2号横穴墓の東側 6mの ところに位置し、 S24° 00′ E方向に開口する。床面の標高は268.32m

である。

0                    1m

図 9.3号穴 玄室内の状況
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10YR 7/3

10YR 8/4

7.5YR 7/4

7.5VR 7/4

＼ 、

一―A′
浸

隠

L=268100
0              2m

図10.2号穴 実測図
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1 表層
2 表土
3 炭灰土
4 流入土
5    〃
6    〃
7 地山心土

(小炭焼 )
(粗砂)
″ )

〃 )

10YR 4/2 (料 動力て)
10YR 6/3(灰 黄褐)
7.5YR 4/2～3/1(灰褐～黒褐)
7.5YR 6/6 (瘤畿)
7.5YR 7/6(橙 )
5 YR 6/3 (1こ 要ドヤヽ増儀)
10YR 8/3(浅 黄橙)

O      L=269.00     2m

図11.3号穴 実測図
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前 庭

現況では奥幅0.7m。 前端幅0.5m・ 最狭部では0.24m・ 奥行き5.6mを測る。当該横穴墓群で

最も狭長なものである。平面形態は奥端部で僅かに広く徐々に狭くなるが、また前端部でやや開

く。床面は奥端と前端でやや低い。前述の横穴墓と比較すると明らかに幅が狭く、人一人が通る

のがやっとで前庭と言 うより寧ろ墓道と言うべきであろう。

前庭部遺物出土状況

須恵器密片 2′点、土師器邦片 1′点がいずれも流れ込みによる堆積土中から検出された。

羨道部

奥幅0.4m。 前幅0.45m・ 奥行き1.6mを測る。羨道部も当該横穴墓群の横穴墓と比較すると狭

長である。天丼部は一部崩落している。推定復元高は0。 9mく らいだろうか。閉塞部床面に深さ

4 cmほ どの挟 りが認められる。

玄 室

現況では幅が奥壁側で1.25m・ 袖側で1.36m。 最も張る胴部で1.60m、 奥行き約2.6mを測る。

当該横穴墓群の中では最も広い玄室である。天丼部は剥落が著しい。平面形態は隅丸長方形月同張

りのプランで、高さは比較的残りの良い奥壁から推定すると約1.6mで あろう。床面は水平を意

識して造られている。玄室は断面三角テント形妻入 り両袖様式である。

埋葬状況

玄室内には 1体の埋葬人骨があつた。骨の残存状況はやや不良である。玄室内出土遺物は、須

恵器14′煮・勾玉 1′点・耳環 2′点・ガラス小玉 3′点を検出した。被葬者は左隅奥に須恵蓋邦 (配37・

38)(NO.39・ 40)を転用枕として側壁に沿つて仰臥伸展位で置かれていた。これらの須恵器は床

面に l cmほ どの敷砂をした上から検出した。勾玉は頭骨を取り上げた下から検出。被葬者左肩部

周辺からはガラス小玉 3点を検出。耳環は向かつて右転用枕付近から1点、左肩部から30cm離れ

た玄室中央部から1点を検出している。勾玉はほば元位置と考えられるが、ガラス小玉・耳ra― は

天丼部崩落か何かの影響で移動したものであろうか。奥壁右隅には供献の蓋杯 5組が置かれてい

た。いずれの組も上向きに重ねた状態であったが、正常に杯身が下で蓋を重ねたのが (NO.41・ 42)

(配49・ 50)の 2組、他の3組は蓋が下で杯身を上に重ねた (配39・ 40)(No.43・ 44)(配45。 46)

状態で検出した。これらの供献土器は床面に2～ 3 cm敷砂を行った上に据えられていた。

6)4号横穴墓

3号横穴墓の東側 5。 5mの ところに位置し、S23° 20/E方向に開口する。床面の標高は約270.0

mである。

前 庭

現況では奥幅0.6m。 前端幅0。 8m・ 奥行き3.8mを決1る。平面形態は奥端で僅かに広がるが、

前端部までほとんど変化はない。床面は奥端から前端へ緩やかに傾斜する。

―-38-―
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表層 。表土
流入土  (表土化)7.5YR 6/4(に ぶい橙)
″  (炭灰含)7.5YR 5/1(褐 灰)～3/1(黒褐)

〃  (粗砂) 7 5YR 3/3(浅 黄橙)
″    ( ″ )  5YR 7/4(1こ ぶい橙)

炭灰土
流入上

″  (″ )

7.5YR 7/4 (1こ 譲1予 ねヽ豊)
″  (粘質土)
7.5YR 7/3 (1こ 翼ドいお豊)
均し上 (粗砂)
7.5YR 8/3(浅 黄橙)
地山心上
7 5YR 8/3(浅 黄橙)

7.5YR 2/1 (掃 R)-7.5YR 5/1 (串 島ラ〔)
10YR 7/4(に ぶい黄橙)

ｋ
Ｈ
＼

羨道部

ヽ
ヽ
戸 ヽ

ヽ
、
ア

／ ア
／
負

L=270.40
2m

図12.4号穴 実測図
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前庭部遺物出土状況

須恵器 2点・土師器 1′煮。中世陶器 1点を検出。須恵長頸壷は閉塞挟 り部から前方約1.5mの

前庭右壁沿いで、床面から18れ浮いた状態で据えられていた。須恵大甕片・赤焼須恵不片 。中世

陶器片はいずれも流れ込みによる堆積土中からの検出であつた。

羨道部

奥幅0.5m。 前幅0.4m・ 奥行き0,9mを測る。入日から奥へ僅かに広がるプランで、天丼部は

一部剥落しているが、高さは約0,7mである。羨道前端の床面には深さ9 clllほ どの袂りが認めら

オしる。

玄 室

規模は幅が奥壁側で0.8m・ 袖側で0.8m・ 奥行き約2.Omを測る。天丼部は完全に剥落してい

る。推定高はlm弱だろう。平面プランは長方形である。袖は左袖は僅かにアクセントを有する

程度である。床面は奥壁から前方へ緩やかに傾斜する。玄室の形態は断面三角テント形妻入り両

袖様式である。

玄室内遺物出土状況

玄室内からは須恵器を3点、鉄器を 1点検出している。床面には2～ 3 clllの敷砂をおこなつて

いる。須恵郷身 (61)(62)は転用枕として伏せた状態で検出。これらは元位置のままであろう。

刀子 (63)は奥壁左隅から検出、須恵邦蓋は被葬者の足元より前方25cIIlあたりに上向きの状態で

出土した。埋葬者は頭を奥にして伸展位で置かれていたものと考えられる。被葬者は陰影状にか

すかに認められる。頭部付近の砂を舗にかけて歯牙17ヶ を検出した。

剛
○

図13.4号穴 玄室内の状況
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7)5号横穴墓
2号横穴墓の西側約 6mの ところに位置し、Sゴ 20′ W方向に開口する。床面の標高は269.55

mである。

前庭部

奥幅0.55m。 前幅0。 30m,奥行き1.34mを測る。奥側が広く凹凸はあるが、前方が狭くなる平

面プランである。庭面は奥端が最も低く、前端から60cal余 りがほぼフラットな最も高い面となつ

図14.5号穴 実測図

―
―
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数
―

羨遭部
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ている。

羨道部

奥幅0.48m。 前幅0.46m・ 奥行き約0!8mを測 り、平面的にはほとんど幅に変化のないもので

ある。天丼部は崩落のため高さは不明である。羨道前端の床面には深さ5 cIIlほ どの快 りが認めら

〃しる。

玄 室

奥壁側で0.54m・ 手前側で0.52m・ 奥行き約0,7mを測る。平面形態は、羨道から玄室にかけ

てほとんど変化のないずんどうな印象をうける造りである。天丼部はほとんど剥落しているが、

一部残つた壁面から考えると推定高は0.6mほ どであろう。床面は奥端から前端にかけて緩やか

に傾斜する。羨道部と玄室の境界は非常に不明瞭であつた。

5.出土遺物

1)後背墳丘の上器

大甕片 (図 15,16)

すべて破片で墳頂 。前庭あわせて17片出上した。図示した (1)～ (3)は肩部から胴部

でいずれも胎土は密で、器壁は (1)(2)が薄手、(3)は厚手である。調整は内外面とも
タタキである。

図16.1号穴丘上出土遺物

図15.墳丘出土遺物

2)1号穴前庭出土遺物

須恵器 (図17-4～ 13)

蓋は日径11.2～ 14.8clll・ 器径13.6～ 16.8clllでいずれも内面のかえりを有するものである。

(7)(8)はヾそのかえりが非常に短いタイプである。

(9)は高イの杯部で器壁は薄く日縁部はやや膨らみをもたせておさめる。

高台付杯 (10)は、日縁付近で器をやや屈曲させたちあがる。底径は7.6clllで高台はハの

字状に付く。

硼
０ ５

一
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(11)平瓶の肩部には把手が形骸化した 6 11ull程 の突起を貼り付ける。

(12)(13)と も大甕片で内外面ともタタキ調整で外面は自然釉を被る。

以上 (4)～ (11)の須恵器は大容編年 5期 (陶 邑編年TKl16～ TK48)に併行する時期が考

えられる。

川原石 (図 17-14～ 17)

(14)～ (17)は川原石である。 (14)は材質はやや軟質な砂岩で重さ83.55g、 淡黄色

(2.5Y8/3)である。(15)は材質は同じく砂岩で重さ76.45g、 探黄色 (2.5Y8/3)で ある。

(16)は材質安山岩で重さ118g、 灰白色 (7.5YR8/2)である。 (17)は石英質の岩質で重

さは69g、 浅黄橙色 (10YR8/3)で ある。いずれの石も加工や打痕は認められない。用途は

わからないがまとめて出土したことから何らかの呪具かとも思われる。

5

‐皆

‐『

3)1-1号 穴出土遺物

須恵器 (図 18-18～23・ 25・ 26)

蓋 (18)は天丼部に輪状つまみが付き、器壁は天丼部で厚い。内面のかえりは内傾 している。

(19)～ (21)は高台付不である。いずれも後付け高台である。 (20)は器壁は薄く体部に

やや膨らみをもたせ、高い高台を有する。 (19)は器壁は厚く、体部は膨らみをもたせる。

高台は短く人の字状に開く。(18)と (19)はセット関係であろう。(21)の器壁は底部で最
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も厚く9.5111111、 体部は外傾 しながら直線的に延びる。器の屈曲するところに高台が付く。

(22)は疎で日径10。 lcIIl・ 器高13.7clll・ 胴径9.3cIIl e頸径3.3clllを測る。注目の孔径は1.2×

1.lclll、 調整は内面は回転ナデで外面は日縁部から胴部までが回転ナデ、胴部から底部にか

けてヘラケズリを施し、その後ナデている。底面には ほ のヘラ記号が刻まれている。日縁

端は当初から一部欠損した器である。

(23)は台付長頸壺である。口径7.7clll・ 底径8.2cIIl・ 器高21.Oclll・ 胴径14.4cmで、頸部か

ら日縁部にかけて外傾していくが歪んでいる。日縁やや下方に浅い沈線 2条を巡らせる。

大壺 (25)は 日径18.8clll・ 胴径43.3clll・ 器高51.2cIIlを 測る。器形は底部付近で凹入する部

分があり肩部で最も張り、頸部短く、日縁は強く外反し、外折りにおさめる。調整は内外面

とも夕タキで、頸～口縁部はナデている。容量は40,9芝 であった。

壺 (26)は 日径18.4cm・ 器高31.Ocmを 測る。器形は底部が凹入し胴部がやや上方で張る。

18

図18.1-1号六 出土遺物

く【廷ここ琶:猛EE髭[      輯
24

10cm

9     19cm
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口縁部はやや短く外傾して立ち上がり口縁はアクセントをもつて上に尖る。頸部には直径 4

111111の 円形竹管文が2ヶ所スタンプされている。調整は内外面ともタタキ、外面はのちカキメ

である。

以上の (18)～ (26)は大谷 5期、陶邑TKl16～ TK48併行期である。

刀 子 (図 18-24)

玄室中央部から出土したものであるが落盤の際に移動したのではないかと思われる。中ほ

どが欠損し全長は不明である。平造りの平棟で棟の厚さは不明である。区は明瞭でなく刃幅

は約1.3cm、 茎の長さ3.4clllほ どであろう。

4)1-2号 穴出土遺物
1-2号人骨

被葬者は 1人である。保存状態は概ね良く、頭を入口に向け仰臥伸展位で埋葬されていた。

供献土器・装身具等は何らもなかった。埋葬人骨については井上晃孝先生に鑑定を依頼し、

別項のように報告された。 (付編参照)

それによると、1-2号人骨は熟年 (50代)男性 。身長157～ 160clllであり、特に頭骨の頭頂

面と右大腿骨内側上顆後面と右睡骨上端外側後面と右層「骨関節面に切創があり治癒すること

なく死亡し、右下肢部の創部は 「添え木」 (材質は杉)で固定されたものと指摘された。他

には、右下肢骨全体に異常配列がみられるが、それは遺体の結合組織が弛緩した頃「添え木」

に誘引され右下肢骨全体が反転し、大腿骨・歴骨・

"F骨

の後面が上面に位置していたことか

ら、後日再び開口侵入して人為的に左下肢が右下肢上に移動された形跡があると指摘された。

5)2号穴前庭出土遺物

石 器 (図 19-27)

石斧の磨製刃部の破片があったのみである。材質は角閃ひ

ん岩であろうか。色は明オリーブ灰色 (5GY7/1)～ オリーブ

灰色 (5GY5/1)を 呈している。横穴墓以前のもので丘上から

の転落流入Fある。                   図19.

饉~爵げ涵27
o        5cm

―2号前庭 トレンチ出土遺物

6)2号穴出土遺物

須恵器 (図20-28～ 33)

蓋 (28)(29)は 日径10.2call・ 器高4.Ocmほ どで、器壁はいずれも天丼部が最も厚く器端部

でやや外反しておさめる。天丼部まで回転ナデである。不身 (30)～ (32)は 日径8,8～9.8

clll、 器高はいずれの上器も3.6clllを測る。立ち上がりはいずれも薄く、短く内傾する。底面

までナデている。以上の5点には外面中央に3.5111111の 円形竹管文が認められた。これらは奥

一-40-―



壁中央から右隅に杯・蓋とも上向きにしていた。

直口壷 (33)は 玄室を80cIIl入 つた右壁沿いから検出。器壁は底部と肩部で最も厚く1.4clllで 、

器形はほぼ月同中央が張り、頸部からほぼ垂直に50clll立 ち上がり、日唇は薄く丸くおさめる。

内外面とも夕タキ調整で外面はのちカキメ調整である。

以上 (28)～ (33)は大谷 4期 (陶邑TK209)併行期と考えられる。

0            1ocm

32

嚢

図20.2号穴 出土遺物

7)3号穴前庭出土遺物

須恵器 (図 21-34。 35,36)

(34)は壷の口径で口径20.4clllを測る。日縁部は外傾して立ち上がり折り返しておさめる。

(35)は大甕片で器壁の厚さ、内外面の夕タキロ文から前述の後背墳丘採取のそれ (図 1-

1・ 2)と 同一個体と考えられる。墳丘上で破砕されたものか。

高杯 (36)は墳丘の破片と前庭流入土中の破片が接合したもので、器形は外面はゆるやかな

曲線を呈し立ち上がる。日縁端脚部については不明である。いわゆる「酸化焔焼成の須恵器」

の一群である。

図21.3号穴前庭流入土中出土遺物
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8)3号穴出土遺物

3号人骨

被葬者は 1人のみである。保存状態は概ね良く、頭を奥壁に須恵蓋不 2セ ットを枕にして

仰臥伸展位で埋葬されていた。この人骨の鑑定によると熟年 (40代～50代前半)女性、身長

140～ 143cmである。

須恵器 (図22-37～ 50)

蓋不は転用枕 2セ ット (37)～ (40)と 供献 5セ ット (41)～ (50)で ある。

蓋について見ると、日径12.8～ 13,7cIIl・ 器高4,0～4.7cIIlを 測 り、いずれも天丼部1/3～ 1/2

はヘラケズリで日縁端内面の段は明瞭なもの (37・ 45。 47)と やや不明瞭なもの (39・ 41・

43・ 49)がある。天丼部との界線はいずれの蓋にも認められる。不身は器径13.2～ 14.2cIIl・

器高3.8～ 4.4clllを測 り、いずれも底部1/4～ 1/2をケズリ、立ち上がり部はやや内傾しながら

薄くやや高い。

以上 (37)～ (50)の須恵器は大谷 3期 (陶邑MT84～MT230-Ⅱ )に併行する6世紀後末の

所産と考えられる。

37 39

47
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0            10cm
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珍
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0            2cm

図22.3号穴 出土遺物

―-42-―



玉 類

勾玉 1が頭蓋骨の下から、耳環 (53)は人骨向かつて右の枕用須恵器の上方から、(52)

は頭蓋骨右35cIIlか ら、ガラス小玉3は頭蓋骨右付近から検出した。

①勾 玉 (図22-51)

(51)はメノウ製勾玉で、長さ3.8clll・ 厚さ1.Ocm。 重さ10.25gでやや大きめなものであ

る。穿孔径は入口3.OIlull・ 出日1.811ullで受け孔の深さは1.OIlullで ある。研磨が粗略な為か表面

には部分的に気泡状の小さなくぼみが認められる。

②耳 環 (図 22-52・ 53)

崩落などで二次的な移動により原位置の検出でないため、左右は確定できない。直径 7 11ull

断面正円形の銅製の環で、表面全面が錆化している。一部金が見られることから鍍金された

品であつたのだろう。内径1.8cm・ 外径3.2cIII・ 隙間は2.5～4.OIlllllである。

③ガラス小玉 (図22-54～ 56)

玉は 3顆検出した。 (54)は直径0.3611ull・ 孔径0.7511ull・ 重さ0.06gを測る。クロムグリー

ン (1.5G3.5/6)イ こ発色していることから、鉄・マンガンを含むのであろうか。(55)は直径

0.37111111・ 孔径1.00111111・ 重さ0,06gを測 り、群青色 (7.5PB3.5/H)で鋼の発色かと思われる。

(56)は破片である。推定直径 0.3511ull・ 孔径 0.9811ullほ どであろう。ピーコックブルー (10BG

4/8.5)に発色しているのは釦を含むためであろうか。ガラス小玉は3点 とも引き技法によ

る製作である。

9)4号穴前庭出土遺物

須恵器 (図 23-57・ 59)

長頸壷 (57)は閉塞部から1.5mの墓道右壁沿い、床面から18clll浮いて据えられていた。

器形は胴上方で張る。胎土の砂の動きからろくろの回転方向は反時計回りである。肩部 2か

所に直径 3 11ull・ 深 さ0.5～0.811ullの 円形竹管文が施されている。これは大谷 4期 (陶 邑TK217

併行期)と 考えられる。

∞・

58

拐
4号穴前庭 トレンチ出土遺物

釉薬部分

図23.

―-43-―



(59)は大甕の肩部片である。外面は自然釉を被りくすんだオリーブ色を呈す。内外面と

も夕タキロ調整である。

陶 器 (図 23-58)

中世陶器である。胎土はにぶい橙色で釉の被る部分はくすんだオリーブ色である。底部は

糸切りで、削り出し高台状に浅い高台裏をつくる。口径に対し底径は非常に小さい。器壁は

厚手で、日縁は厚く角のとれた面をつくる。

10)4号穴出土遺物

4号人歯牙

玄室内ほぼ中央にばんやりと暗色をなして細根が密集する面があり、被葬者の位置を示し

ている。人骨は全く検出できなかつた。頭部付近の砂を箭にかけ、歯牙17ヶ を検出した。鑑

定の結果は、検出歯牙はすべて永久歯で10代前半の男性であると推定された。

須恵器 (図 24-60～ 62)

蓋 (60)は 玄室40cIIl入 つてのやや右よりで日縁部を上にした状態で検出した。器壁は天丼

部で最も厚く9111111、 日縁部で 3111111を測る。体部はゆるやかな曲線を描き口縁は丸くおさめる。

杯身 (61)(62)は 奥壁下、中央に伏せた状態で出上した。被葬者の枕として用いられてい

る。 (61)(62)と もに受け部はやや厚めで、立ち上がりは短く強く内傾し尖り気味におさめ

る。いずれも調整は内外とも回転ナデで、底部はヘラ起こしでケズリはみられない。 (60)

～ (62)は大谷 3～ 4期 (陶邑MT5-Ⅲ～TK209併行期)と 考えられる。

刀 子 (図24-63)

残存長14.5cIIl、 平造りで身幅1.lclll・ 棟の厚さ2.511BIIで 刃部の長さ7.4clllを 測る。柄部には

本質が残つているため、茎の様子はわからない。柄断面は1.4× 1.2cmやや長円形で、木質剥

落部分もある。刃部には細い砂粒や錆が固着している。刃先で僅かに凹入する部分があるが、

研ぎ減りした部位であろう。

3

0           10cm

図24.4号穴 出土遺物
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11)Nα 8落ち込み トレ出土遺物 (図25-64)

遺構に伴わない遺物で弥生式上器の平底部である。底径7.2

clllを測る。外面は縦方向のヘラミガキ、内面はナデ調整である。

形状からして弥生末期までは下らない甕又は壷の部分であろう。

(野津)

図25.Nは 8落込み出土土器

参考文献
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6.若干の考察

§1 滲透水による地山水孔について

2号玄室の左右の奥端や羨道東壁やや高目の位置に奥行きの知れない直径60～ 30cmほ どの曲が

りくねった孔があり、半ばまで粒度の細かい砂が堆積していた。これは地山母材 (風化花聞岩)

の亀裂に始発した地表の雨水の滲透による浸蝕孔であつた。上方の地形から推察すると、後背墳

丘として整形した裏 (北東)側の深い溝状 (榊路に利用したところ)から滲み込んだものと思わ

れる。既述のように、この溝状地形はほぼ尾根筋にそつて尾根端まで断続的に連なるものかとみ

られて、母岩の大きな亀裂状の構造を想像したところである。

このように地下水孔によって 2号穴内はことごとく洗い流され、羨道・玄門あたりは大きく崩

壊していた。 2号穴のほぼ直下にあたる1-1号穴も玄室から羨道へかけてほとんど全部の天丼部

がこの水流によつて崩落してしまったものと判断した。そしてこの 2つの玄室には残存骨などは

全く見当たらず、供献土器のみが残つたのであろう。

§2 周溝内の焚火跡について

後背墳丘北側に掘つた周溝内には既述のように2層の炭灰層が認められ、枝状の炭片を含んで

いた。溝内の土層序は下底から順にみると、削りだした地山母材の肌と同じく特に大きい粗砂粒

が主体の崩土で溝掘削後数 日間に堆積したものとみられ厚さ約10cmである。この上に厚さ15clllほ

どの炭灰で真黒い砂土が断面U宇形に入つていて、約 lmの範囲はこれに枝状の炭片が多く混つ

10cm
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ていた。これが第一次の焚火跡であり、葬送に関わる儀礼の一つとみられる。この第一次焚火の

上にややくすんだ砂土が厚さ10clllほ ど積もつていて、その上に厚さ20clllほ どの炭灰上が幅広く断

面U宇形にある。この上中にはやや太目の枝などの炭片が混っていた。これが第二次の焚火跡で

ある。ここまで堆積すると周溝の半ばまで埋まってしまつたことになり、墳丘の削り出しからは

かなりの時間が経過していると思われる。さらにその上方はやや粒子の細かい砂土が流入堆積し

て、ほぼ墳丘頂部と同高に達して現況となっている。

ここで、第二次焚火の炭片を供試して
望C年代測定を依頼した。その結果報告は付編に収録し

たが、測定年代値は1378± 41BPで較暦正年代ではAD643～ 670年 とされた。この供試材は第二次焚

火跡であることから、第一次焚火 (初造営時か)はさらに年を遡ることになる。

§3 各号穴の相互関係

特に注目すべきは隣り合 う各 2号穴はその主軸方位が 1° 00′ 以内の誤差で全く同じに造られて

いて、 3号と4号、 2号と5号、 1-1号 と1-2号がそれぞれ明らかに規格性のあるセット関
係にあり単位となっている。さらに各単位毎に玄室規模 (特に長さ)が大と小の組合せで成つて

いて、主墓となるのは2.5m又はそれ以上の長さであり、従となるのは2.Om以下である。なお、

2号穴と対をなす 5号は著しく破損しているが格別小さく所謂小横穴であり、腹這いでなければ

入ることが出来ない程度のものである。この5号穴は玄室内外ともに何らの遺物もなく、埋葬墓

であつたのか疑わしい。

このような小横穴の事例は近くの地域には希であるが、横田町小池古墳群 2-1号 穴の例 で

は土器枕があったことから小児埋葬を想定している。また、米子市陰田横穴群Aだ
2で
は
″
作 り

かけ〃とするものや小横穴が群をなすものもあり、20基を確認している。またこの他にも安来・

松江地方に散見される。立地についても単独や前庭を共有するもののほか前庭壁面や玄室内壁な

どにつくるなどがあるが、多くの場合遺物等の検出はなく、調査者の解釈も供献物埋納 。再改葬、

火葬骨、小児埋葬など多様であるとのこと、陰田横穴群では、一応これらをふまえて小児用のも

のと想定している。

§4 前庭と墓参路について

前庭 (墓道)についてみると、造営の始まりは3号であり次いで4号である。この2穴は同一

主軸の第 I単位横穴で、前庭部は狭長で前庭というより墓道の意識で造られている。次段階の第

Ⅱ単位 (2号・ 5号)では小横穴の 5号を例外とすれば前庭の幅がやや広く(長さはやや短くな

り羨道閉塞に必要な程度を確保 している。これが終段階の第Ⅲ単位 (1-1号・ 1-2号)では

極く幅広く短い前庭を共有し2穴が並んで造られている。

このように、所謂前庭部は狭長な墓道に始まり漸次幅が拡がって ついには共有する幅広い庭

へと推移していることが明瞭である。また一段下方に位置する第Ⅲ単位を除いてみると、並列気
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表 3  殿ヶ迫横穴墓群主要項目集成

―
―

卜
∞

―
―

号穴
主軸方位
(磁針方位)

玄室サイズ
(m)

振
ナ
道

ｍ

夫
て
前庭幅 。長
(m)

土器年代 (編年)
陶邑  山本  大谷

暦年代 人骨の性別・頭位 副装品

1-1 S8° 40/E
0,96
～ (1.30)× 2.45
1.16

1.1× 2.6

Ｋ

８

Ｔ

４６

Ｋ

ｌ

Ｔ

ｌ Ⅳ (中) V 7C中～後 ?入 口 側 ?
スエ

8
子
↓
刀
く

1-2 S8° 00/E
0。 73
～   ×1.63
0。 76

1.1 1.2× 2.6 (11の あとか) ♂ 入 口 側

2 S2° 00′  W
0.88
～   ×2.66
1.12

つ
ね

1.4
～  ×3.4
0.8

９

Ｋ

０

Ｔ

２ Ⅳ古  Ⅳ 7C前 ? 奥 側 ?

3 S24° 00/ E
1.25
～ (1.60)× 2.60
1.36

1.6
0。 7

～  ×5.6
0.24

MT
84・ 85  Ⅲ新   Ⅲ
230-Ⅱ

6C後 ♀ 奥 側
スエ 耳環 勾玉 刈ヽ玉
14   2   1   3

4 S23° 20′ E 0.8× 2.0 0。 9
0.6
～  ×3.8
0.8

MT

吊高 弟4杏   
Ⅲ～Ⅳ

中”

初
前
Ｃ
Ｃ

７

７
少年 ♂ 奥 側

スエ 刀子
2   1

5 Si° 20/ W
0.54
～   ×0。 7
0.52

0。 8
0。 55
～  ×1,3F
O_3

(不明・ 2のあと) ? 不  明 な  し

丘頂 赤焼高杯  B47 Ⅳ～v   周溝第 2次焚火HC AD643～ 670年

単
位 主軸方位 号穴

玄室長
(m)
前庭幅×長
(m)

被葬者 頭位 人数 土器枕
蓋不

供 献
笙 はそう

装 身
刀子 耳環  玉 前 庭

土器年代
(大谷)

暦年代

I

S24° 00′ E 3号 60(張 )
0.7

～ 0.24× 5.6
♀ 奥 1

○
2セ ット 5セ ット

勾玉 1
2 小玉 3 Ⅲ 6C後

S23° 20′ E 4号 2.00 0,8
～0.6× 3.8

未成年
♂   奥  1 ○々 フタ 1

Ⅲ～Ⅳ 7C初
IV・ V (7C中

コ

S2° 00/W 2号 2.66 4

～0.8× 3.4 ?  (奥 )(1)
郷
タ
○

フ
フタ 1

杯 2  1 Ⅳ 7C前

Sl° 20/W 5号 0。 7
0.55
-0,3× 1.34 ―    (?非 9

7C前～
中?)

Ⅲ

S8° 40′ E

S8° 00′ E

-1→3 45(張 )
l_1_エヱ:_全ュ

よ

ゴ ?    C代日) (1)
2

台杯 4 台付 1  1 (1) V
7C中～
(後)

-2号 1.63
共

用2× 2.6す
傷
♂害 入日  1 (右歴部副木あり) 9 7C後?



味に並ぶ各横穴の前庭を相互に連絡する墓参路 (仮称)が表土直下に部分的に遺存していた。こ

れは各前庭の前端で、横穴造営の際の掘削土を掻き出し埋め立てた地面上のレベルに認められた

ものであり、これまであまり知られていない遺構として成果といえよう。

§5 埋葬方法と被葬者について

埋葬を確認したのは 3号 。4号・ 1-2号各 1名 で、このうち4号は骨格は消失してくすんだ

陰影様に認められ、床土から歯牙を検出したものである。

また2号では土器配列のうち転用枕とみられるものから1体を推察した。これらの特に頭位に

ついてみると、第 I単位ではいずれも奥壁側を頭位とし、 3号は熟年女性、4号は未成年男子で

ある。第Ⅱ単位では2号のみで装身具等もなく性別などは不明であるが頭位は奥壁側と推察した。

低位置の第Ⅲ単位においては 1-2号は成人男子で入口側を頭位としており、 1-■ 号穴では明

確ではないが供献イ等から勘案すると入口側を頭位にして葬られたとみることができる。

このようにみるとき、当該横穴墓群では単位毎に頭位を統一したとみることができる。なお、

近隣の事例 では複数葬の場合男女によって頭位を逆にすることが多く、必ずしも画一的ではな

いが男性が奥壁側を頭位とする場合が多い。しかし奥側を女性とする地域 (古代三処郷を中心と

する)も ある。

埋葬はすべて仰臥伸展位である。依頼して鑑定検討していただいたが、特に1-2号穴の被葬

者は熟年男性で下肢骨の割創と頭頂面の創痕が指摘された傷害者であり、これが死因とされた。

そして歴部には手当した副木 (添え木)も一部遺存した。しかし、睡部が表裏反転し、大腿骨は

交叉しているなど、後日再び人為的に動かしたものとの指摘もなされた。後日再び横穴内に人が

入るのは改葬などの場合に限られるかと思っていたが、そのほかにも祭祀的な行為の場合もあつ

たのかもしれない。類似例としては玉湯町岩屋古墳群 5号督
5の
1号石棺内2号人骨 (最終次葬)

の上半身が人為的に表裏逆転した可能性が高いと指摘された事例があるのみである。

また、この被葬者の頭頂と右大腿下端から涯骨

"F骨

上端へかけて斜め後背部からの切創痕は具

体的にどのような事態であったのか想像も難しい。

これらの諸点についてはさらに事例をまって検討する事項である。

7.むすび

この遺構は集落を南東方向に見る尾根の南東斜面上方に造営された6穴からなる横穴墓群であ

る。立地する風化花聞岩が劣化していて遺構や埋葬人骨の残存が必ずしも良好ではなかつた。

尾根上に後背マウンドを造り、横穴墓はその規模が主と従的な2穴を単位とする第 I～第Ⅲ単

位が二段に並ぶ。そして各単位毎に2穴の主軸方位が全く同一であり、プランの画一性が窺われ

る。最初に営まれた 3号穴 (第 I単位)は後背マウンドに直入するプランで群中最も規模が大き

く前庭 (墓道)は最も狭長で古相とみえる。これに対し最終段階は幅広い前庭を共有する第Ⅲ単
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位の 1-1号 。1-2号穴で横穴墓造営の終末期にあたる。判明する各号穴とも単葬で追葬はな

く、副葬された須恵器は出雲編年 (大谷)Ⅲ期 (3号穴)から同V期 (1-1号穴)の期間であ

る。但し、この 6穴のうち5号穴 (第 Ⅱ単位)は所謂小横穴で全面にわたつて損遺していて遺物

等も全くなく、閉塞の快り込みが床面にはあるが遺体が埋葬されていたのかは確認出来なかつた。

造墓したものの埋葬は行われなかつたか、或いは幼小児の埋葬で副葬品は全くなかつたのかのい

ずれかであると想われる。

被葬者は第 I。 第Ⅱ単位では頭位を奥にし、第Ⅲ単位では頭位を入口にしていて、何らかの意

図を想わせる。特に1-2号穴 (第Ⅲ単位)の被葬者は頭部の創痕や右下肢の切創が指摘され、

また睡部には副木 (添え木)が 当てられて手厚く手当をしたことが判つた。この副木の事例は近

隣において初例であろう。この人骨は下肢部に後日の人為的反転が指摘されたが、玄室内で追祭

祀が行われたか否かはわからなかった。

後背墳丘上では、年代は特定出来なかつたが須恵大甕の破砕が行われたようで流下土申から破

片が多く検出された。また、酸化焔焼成によるとみられる須恵系高邦もあつた。 1-1号 ・ 1-

2号共有の前庭には律令期に入るころの須恵不の破片も多く、4号穴前庭には玄室内より後出す

る長頸壺が供献されていた。墳丘周溝内では二次にわたる焚火跡があり、後次の炭片試料による

HC年
代は643～ 670ADと された。これらの状況から、総じて前庭や墳丘上でのちのちまで祭祀が

行われていたことが判る。

このほか、先例は希れであるが各横穴の前庭を連絡する路 (仮に墓参路と呼んだ)が表上下に

踏圧路として断片的ながら確認出来た。

以上のように古墳時代後期後半から終末期に至る間の連続する横穴墓造営を検証し、諸点と課

題を指摘することができた。                          (杉 原)

註

※ 1 吾郷和宏 :「小池古墳群発掘調査概報」横田町教育委員会 1991,2(稿本)
※ 2 東森市良氏の教示による。陰田横穴群に関しては報告書『陰田』1984に よるとして詳細に示された。
※ 3 前庭部は元来墓道として始まり、やがて墓前儀礼の展開に従つて拡幅されて前庭へと発展したものと理
解される。例えば (安来道路予定地内『渋山古墳群』島根県教育委員会1998)の場合などに明際にみて

とれる。

※4 男女の判別された複数葬の場合、性別による頭位を見ると次のようで、男性が頭位を奥にするのが通例
である。しかしこのうち女性を奥にする例は仁多町亀嵩と広瀬町西比田に所在する。

町  内 遺 跡  名 被 葬 者 数
頭 位

配   置 文  献  等
入 口 奥

横
　
　
穴
　
　
墓

仁  多
こふけ横穴

上分中山横穴墓群1号穴

川子原横穴

男 1女 1
男 3

男 1女 1

１

３

１

男

男
女

女 1

男 1

互位平行

平行

互位平行

幸R窄ヨ名ま1992

横  田
宮 ノ峠横 穴

(瀧ノ谷横穴)

(小池・小池奥横穴墓群

女 2

石棺内不明 3+集骨
14穴 に多数あり

女 2

不明 2

?
不明 1
9

平行

重ね合せ

平行あり

幸R牟]要妻1994

}未刊、現説資料による
三刀屋 東下谷 6号穴 大人男2女 2乳児 1 女 2 男 2 互位重ね合せ2組 幸R窄i篤肇1984

広  瀬 足子谷横穴 男 3女 1小児 4 男 3 女 1 互位平行 辛R宅子ぞ肇1997

※ 5 井上晃孝先生の教示によつて所在を知り、調査者の林健亮氏の厚意により所見・資料を拝見した。これ
によると横穴墓ではなく1号石棺内で 3次にわたる埋葬が行われていて、その最終被葬者である30才代
の男性について埋葬後に再び開いて上半身のみを反転したものとみられる。としている。
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西 尾 社 遺 跡

所 在 地

調査1面積

調査指導

調査期間

仁多町大宇佐白1287・ 1285。 1284・ 964

1030ポ (内 発掘331ぜ )

池淵俊一 (島根県教育庁文化財課)

山根正明 (島根県立松江南高等学校教諭)

蓮岡法障 (島根県文化財保護審議会委員)

西尾克己 (島根県埋蔵文化財調査センター)

平成12年 9月 28日 ～12月 8日





1.はじめに

尾原ダム建設関連で計画された前布施地区作業道敷設予定地内の該地において、事前の指摘は

27地点 「散布地 (鉄滓)」 とならてぃた所で、平成11年度の分布調査においては遺物は何らも発
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見できなかったが、この27地点には中世城郭の一端を思わせる構造 (27-A地 点)や、北へ上る

尾根中程にある数力所の落ち込みから横穴墓が予想され (27-B地′点)、 トレンチにより確認した。

そして本年度、本発掘調査を行つたのである。遺跡名称は27-A地′ミを「西尾社遺跡」とし、27-

B地点を「殿ヶ迫横穴墓群」とした。

西尾社遺跡は斐伊川に大きく張り出す丘陵の先端南側に位置し、この丘陵端には前布施地区の

氏神である西尾社が祀られていたところがあり、また斐伊川河岸から上布施へ通ずる旧路の入日

部にもあたつているようだ。西尾社遺跡は中世城郭の虎日部と、神社後背の尾根上わずかに東ヘ

下つた地点に集石遺構と平坦面がある複合遺跡であつた。

この両地′点で、地形を勘案し約1030∬を対象として地形測量を行い トレンチを設定し、土層序

と内容を検討した。そして、範囲を限定して前者で150だ 、後者で60だを全面発掘した。

2.地形と環境

前布施地区は藩制下においては一つの村であり、斐伊サII本流が大きく屈折して西に流れて再び

屈曲するあたりの川添いの北側で狭い地域である。集落の中心は川添い一段高くその中ほどにあ

り、隣接する高地の上布施地区との堺にあたる山陵には中世の「水ノ手城」跡がある。

この城跡から南西に延びる高い尾根が斐伊川の屈折点に達していて、小宇地名 「西ノ尾」はこ

の位置関係を示すものであろう。宇西ノ尾の先端部に西尾神社が祠られており、その後背部尾根

沿いに水ノ手城跡或いは上布施集落へ連絡する掘割り路がつくられている。そして、その入口に

あたる大掘切り日は中世城郭関連の虎口構造とみられた。この水ノ手城は中世出雲の雄と呼ばれ

た二沢氏に由来する出城の一つで、斐伊サ|1沿いに対する構えの拠点であった。南麓にあたる前布

施地内に「殿ヶ迫」「堂本」などの地名が遺っている。

西尾神社は集落中心から西の方角にあたり、前布施地区の氏神として祀られていたがその起源

は必ずしも明確ではなく、江戸時代の記録にはほぼ同じ位置に二赤妙見、或いは妙見社と見える

が西尾社の名は見当たらない。なお、この西尾社のさらに西の突端部は小字地名 「トウタエカケ」

「灯台掛ヶ」等の地名があり、江戸期川船運輸に関するものとみられる。また麓部には○○垣内

等、耕地の集まりを示すと思われる地名が細かく分かれて存在する。

3.調査方法

前年度踏査に併せ竹林のまま伐採を行わず、広く13000だ余 りにわたつて地形測量を行い、14

面に及ぶ削平地形と大きく掘り込んだ掘割 り路を記録した。そのうち、麓に近い大半の面は傾斜

面で畑地として拓かれたところであり、これを除いて旧西尾社の境内域とその西側山腹に北東ヘ

登つてゆく掘割り路を主眼とすることとした。

さらに北側丘陵上において10mほ どの平坦部と長さ25mほ どの帯状のフラット面、さらにその

南東斜面に集石状の様相を認めたので、これを加えて調査することとした。
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ここで仮に前者をA地点、後者をB地点と呼ぶことにする。

A虎 口状構造部については横断 トレンチで土塁状をなす掘 り底路の工作を、そのうえで虎口部

とみられる全面を発掘して構造と造作意図を知ろうとした。

B西尾社境内地付近については、社の基壇部を除いて境内地に5m間隔で トレンチを設けて境

内地の成 り立ちを検討し、A虎 口状構造の両脇上面の小由輪状構造との繋がりを検討した。

また、大きく削り下げて削平した西尾社地の北側、切り残された尾根上の小平坦面とそれに続

く集石部分についても発掘を行った。

4.遺構と遺物

A.虎口状構造部分

1.構 造

宇西ノ尾の尾根端は、かつて太古斐伊サ||に よって削り取られたような大きな崖地形となってお

り、この斜面を西へ斜めに登る小路が尾根上に達するあたり強く屈曲して大きな掘切り底に至る。

この大掘切 りは上布施の方へと続くがその入口部が特に誇張され、登り上塁状に西側斜面上方を

登るものである。

入口部に近いTlト レンチによってみると掘 り底は平面でなくV字形に尖つていて荒い真砂土

が厚さ60cm以 上も積もつている。両側の削り出し斜面は40° を超す急勾配に造られている。もつ

とも、この路底を雨水が長年にわたって流れ下つていた為、底面はその流れによつて路面が挟ら

れ、結果として尖り底になったものとみられる。

両側上方は、特に向かつて右 (南東)側は約 5× 5mほ どの削平面とした先端由輪とみられる

構造面である。また左 (北西)側は川に面した急な山腹部であり、掘切り路との間には盛土は全

くなく、荒い真砂土の心上が殆ど露呈していて、頂面をわずかに削って平坦部を造り大きな土塁

状としている。

この結果をもとに奥行き約15mについて全面発掘を行つたところ、造られた路は入日から逆 S

字形に曲げてあり、行先方向を直視出来ない工夫とみられる。また八日すぐの約 4m間は、当初

底面は lmほ どの幅であったようである。そして企発掘範囲の路長約15m間では路面の縦断勾配

は平均 13° でやや急な坂路である。

南東側の上には5× 7mほどの削平面があり、北方へ小路となって続く。またその東先端部は

一段下げた 1× lmほ どの小段を設けている。この小段のレベルは路をまたいだ北西側突端の小

削平部と対応するように造られたものとみられ、また通路面との高差は約2,9mと なっている。

この2つの小削平面には柱穴等の何らも認められなかったが、これを足場に何らかの構築物が

あつたとすると大きな門構えの虎口が想像され、斐伊川を挟んで対岸からは正面にあたることに

なる。

この虎口部構造から西ヘー段低く延長する面は、ややフラットな緩斜面 2段からやがて急に下
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降して麓の突出部に至る。このあたりを小宇地名 「トウダエカケ」等とされていることから、虎

口部に続くフラットな面にグリッドGl～ G3や トレンチを設けて検討した。土層は厚さ15～25

cIIIの 表土はすべて耕作上でその下は直ちに地山心上であった。この面の縁辺から麓に至る屈折し

た路があり、2段の面すべて近代において畑地となっていたところで、下段はクロボク土が厚かつ

た。これらの地山面にも柱穴等は見当たらず、近世又はそれ以前の状況は消滅しているものと判

断した。

2.遺物の出土

路面中ほど近く、流入した荒真砂土中から明治期の一銭銅貨 1枚を検出した。虎口部北西の切

崖下で路面に接するあたりでは灯明皿 2個体分の破片があり、そのうち1個体には油煤が強く付

着していた。

また、虎口南東側上方の曲輪面はひととき畑地として耕されたものか、耕作土様の表土中で角

孔の鉄銭 (無銭)2枚が錆化して出土した。

B.西尾社境内地とその付近について

調査は社殿基壇部分を除いて、地形に直交する5m間隔の トレンチによって境内地の成立を観

ようとした。また北側は幅広く尾根から切 り下ろしてあり、中間に幅の狭い 2段の削平面が残つ

ていてこの性格をも併せて考えた。

現況の境内は西が約18m・ 北が25mの略三角形で、その北西隅角部に6× 9m・ 高さ約60cmで長

方形の一部石垣とした基壇上に社殿がある。 (図 2,3)。 現境内面から40～90cmほ どの下層に

あたるほぼ水平面に踏圧され焚火跡などのみられる面があり、その南側前端は現況より5～ 8m

ほど引いた位置にある。またこの面や前端付近の埋土からは木炭片の多い部分や、釘や陶磁片が

検出された。また一段高い社殿基壇面は掘り残した真砂質地山であり、地山はここから急傾斜で

下降する。これらの状況から埋没平面は現境内の前段階にあたる境内面と考えられる。約 2m掘

り下げた トレンチにおいてはさらに下層も埋上のみで地山には達し得なかった。

また、基壇の縁辺延長ラインから北の切 り崖の上まで横断面はすべて真砂質地山の削り出しで

あり、崖切 りした中間の現境内面より約2.2m高い面に、幅3.5m。 長さ約30mの帯状をなす削り

出し平面を残し、さらに切 り下げて境内面を造成していることが判る。因みに現境内面までの切

崖の高さは8m以上となっている。

これらの状況を勘案すると、本来基壇部相当の幅をもつ一段高い狭長な平面 (曲輪)が あつた

ところを削り下げて社地としての整備を行ったものと推察された。そして、南へは一段低く路状

に延びて前項に記した虎口部上面の小曲輪に連絡するものとみられる。これらの南東側は大きく

崖となつて麓に下る地形が推定される。そしてここに西尾社を造営したのは、すくなくとも中世

の曲輪構造が不要となった近世に入つてからのことと思われる。
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図5.参道断面図
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西尾社北の崖上にあたる自然尾根端部に小平坦地と続く東斜面の石積みについてみる。小平坦

面へと東の麓から登ってゆく直線の踏圧路が地表にわずかな凹みとして認められる。石礫積みは

小平坦面から約 5m下がつたこの路沿いに幅 lm・ 長さ約 6mの間に2群積まれている。一見、

石積塚様にもみられるが、石を取り除くと地山面ではなく表土上面の上に積まれたものであつて

基底面には掘込みや整地等は行われてなく、塚のような性格ではなかつた。積み上げた石礫は拳

大から人頭大までの付近に見られる山石で、縦に裁ち割 り半分で1328個 を数えた。全体でほぼ

3000個に達する数となる。

登路の行きつくところの平坦面は、 トレンチによつてL字形に削り出した削平面とそこに置か

れた石材を検出したので、これを手がかりに発掘面を拡張した。削平面はほぼ幅 8m・ 奥行 5m

で奥端は地山を最も大きいところで70cIIlほ ど切 り下ろし、その下端には深さ3～ 5 cmほ どの小溝

を添えて造り雨水の排水としていた。削平面のほば中央に一面が平坦な一辺30cmほ どの山石が 2

個転がっていた。そのほとりには、地山面に深さ15clllほ どの小ピントがあつて、この石材が丁度

嵌 り込んだ。また石材 2片を重ねたものとピットのみのがあつて、これらを復元すると、一辺

1.30mの正方形に配置されていたことになる。形状や配置から簡易な礎石と判断された。さらに

麓からの踏圧路はほとんど直線であり、その延長線がこの礎石配置のほぼ正面中心に至ることも

判った。そして、この礎石配置真後背にあたる削り下げ斜面に幅80cm・ 奥行35clllの小段を削り出

し、そこでは数度に及ぶ焚火の跡があつた。これらの遺構は山腹を北西 36° 直路を登 りつめた削

平地に4× 4尺の祠をつくり、その後背で火を焚く祀りが行われていたものと判断した。この遺

構面からは粉炭のほかに土師郵片と、石礫積みの表面近くで石に挟まれて陶質胎土で内外及び高

台裏まで施釉した18世紀ころの唐津系茶碗の破片が出上した。

このほか、削平地の続きの地面に長さ25m以上で西尾社側崖端で切られるまで帯状のフラット

な地形があり、これについては横断 トレンチで観察した。表土～表層土はクロボク上で lmほ ど

もあるが下へ漸次暗色が薄くなり、地山は黄色系粘質上であった。この粘質土面に幅15cIIlほ ど開

いてやや段差のある亀裂が走っていた。この亀裂にそつて地表面が帯状フラント面となっていた

のである。

この亀裂の性格をみるため、さらに西尾社北側崖の上端面で亀裂の到達する部分の断面を観察

した。ここでは深さ約0.5mの暗色表上の下は風化した粘質上の下に固い粘質母材土、細粒に風

化したやや砂質上、そして風化花南岩の真砂母岩と重なっており、亀裂の延長到達部はそのいず

れの上層も破砕断絶し破片化していた。これは貫入状の異質岩によるのか、物理的亀裂であるの

かは半J断しかねた。
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C,出土遺物
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灯明皿 (1)は口径8,4cm・ 底径4.2cm・ 器高1.7cmを測る、小ぶりなつくりで体部は丸みをも

ち内湾気味に立ち上がる。底は回転糸切 り後粗ナデ、内面は回転ナデで中心に僅かな
〃ヘゾ〃が

出来るもののようだ。日縁周辺には油煙が付着している。にぶい橙色 (5YR6/4)を 呈し焼成は良

い。灯明皿 (2)は 日径10.6cm・ 底径7.Ocm・ 器高2.lcmを測る、浅い大ぶりな皿で胎土は 211111径

以下の長石等砂粒を少量含む。焼成は弱く橙色 (7.5YR7/6)を 呈す。内底面は僅かに盛 り上がり、

日唇は逆ハの字状に外反して立ち上がり、底部は静止糸切 りである。この2点の灯明皿はいずれ

も江戸時代後半に通有の品かと思われる。

皿形邦 (3)は集石遺構上方の平坦面から検出したもので口径14.4cm、 胎土は l llllll以下の砂粒

を少量含み焼成は良好でにぶい黄橙色 (10YR7/4)を 呈す。器形は日縁に向かつて逆人の字に広

がりながら直線的に延びて端部でややアクセントをつけ丸くおさめる。

碗 (4)は底径4,Ocm・ 高台高5。 5cmを沢1る。器壁は高台を境に底部は薄手で、中央で僅かにふ

くらみ、高台外側で最も肥厚する。胎土は緻密であるが僅かに気泡が認められる。施釉面は淡黄

色で、断面は灰褐色を呈す。唐津系の陶胎染付で18世紀後半の所産 であろう。

土師器 (5)は高杯或いは器台の脚端で底径13.8cm、 ハの字に開きややくびれてさらに外方向

に開き丸くおさめる。胎土は密で焼成は良好、にぶい黄橙色 (10YR7/4)を 呈す。

皿 (6)は 日径10,lcm・ 底径7.9cm・ 器高2.3cmを 測る。底面が広く底部から外傾しながら直線

的に立ち上がる。胎土は密で焼成は良く浅黄橙色 (7.5YR8/6)を呈す。煤等の付着は認められな

い。

(7)は煙管の雁首と羅宇部分である。残存長5.5cmで 全面錆が付着している。端部には羅宇

竹が認められた。現在の雁首部分から推察すると、火皿は皿形とコンプ形の中間のタイプで、雁

首は長く緩やかな曲線を有するタイプではなく、ほぼ直線的の延びて強く屈曲するタイプである。

18世紀の所産と考えられる。

染付 (8)は伊万里系 で法量不明であるが、丸い体部から外反して立ち上がる日縁を有する。

日縁外面には 1条、内面には2条の直線文が廻り、外面体部には草花文 (梅であろうか?)が施

される。猪口であろうか。

碗 (9)は口径10,OcIIlを 測る。 (4)同様唐津系の陶胎染付である。残存する口縁は内傾する

タイプのものである。弓谷たたら出上の碗 と同じ範疇と考えられ、18世紀の所産であろう。

皿 (10)は 日径8.2cm・ 底径3.Ocm・ 器高1.9cmを測る陶器で、内面～外面日縁部にかけては鉄

釉を施す。底部は平底で回転糸切りである。灯明皿かと考えられる。産地は瀬戸系のものであろ
※4

うか。

(H)は器種不明の白磁片である。内外面とも布目圧痕で、のち内面にのみ施釉する。

染付の徳利 (12)は、外側には透明な釉薬を施し、内側は素地のままでろくろ回転の跡が判る。

産地は不明だが釉薬が澄んでいる美品である。

(13)は路面の流入土中から出土した一銭釦貨でごく近い位置の西尾社の関連とみることが出
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来よう。因みに、この銅貨は明治 7年銘の竜一銭銅貨である。

(14)(15)は鋼素材の一文銭で刻文の形状から新寛永銭である。

この他には鉄素材の一文銭であるが錆化腐蝕が著 しく刻文は判読出来なかつた。鉄製一文銭は

18世紀に始まるとされ、幕末まで鋳造 。使用 されていたものであり曲輪面から出上したものでは

あるが、後世の畑地耕作時に紛れ込んだものと考えられる。

(野津)

註

※1  島根県埋蔵文化財調査センター 西尾克己氏のご教示による

※2・ 4・ 5  横田町小馬木 内田寛一氏のご教示による

※3  頓原町教育委員会「弓谷たたら」『志津見ダム関連埋蔵文化財発掘調査報告書』2000,P36第 31図配18

参考文献

島根県教育委員会「三日谷 I遺跡vol.3」『斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ』2000

木次町教育委員会「妙見山遺跡」『木次町文化財調査報告書第3集』1995

日本貨幣商協同組合『日本貨幣カタログ2000』 平成11年

小松大秀・岩崎均史 :『喫煙具』日本の美術配412 至文堂2000,9
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5。 若干の考察とまとめ

A.虎口状構造に関して

斐伊川を眼下に西ノ尾丘陵の先端に設けた深い掘割 り路の入口部を大きな相式構造とした虎口

とみられ、肩部の小曲輪から現西尾社の位置に想定される小郭部と連絡していたと考えられる。

また、この郭部 (現西尾社)か ら西へ山腹を迂回しながら下ると、麓の宇堂本を経て谷間の奥

まるあたり字殿ヶ迫へ至る。因みに、この殿ヶ迫の北東上方の山頂は水ノ手城跡であり、此所は

中世三沢の臣布施氏が拠ったところとされている:斐伊川の対岸から特に目立つこの虎日から、

尾根伝いに近く北東上方の上布施集落 (水ノ手城跡も)へと土塁状の掘り底路が登る。この虎口

は特に大げさであるが連絡する郭部は狭小であることから対岸に対する誇示的意味を多分に含む

ものと考えられる。これらから、中世後期末に造られた水ノ手城の縄張りの一端と考えられる。

また、虎日構造から南西へ下るやや緩やかな尾根は江戸中期以降、斐伊川通船の藩施策に関連

して通船の目印としての
〃
灯台″が設けられたことが小字地名から読みとれるが、畑地開拓のた

めか遺構は検出出来なかった。

なお、上布施への掘割り路は近代に至るまで里道として使用され管理されていたとのことで、

流入土中からの銭貨などもそれによると思われる。

B.西尾社地とその付近について

現西尾社は西ノ尾の尾根端を大きく削り下ろした位置にあり、境内内 トレンチによつて旧次の

境内面を検出した。現在の境内は従前より埋め上げと拡張により広くなつていた。この拡張に伴

う陶磁片から凡そ18世紀半ば以降かと思われる。旧境内地面はやや狭く社殿跡は削り下げによつ

て消滅 していると思われ、このため明確さを欠く結果であつたが、地山の削り下ろしは現社殿の

ある基壇部の縁辺から急勾配で下降していることと、崖の中ばに削り残した削平面があることか

ら、ほぼ現基壇ほどの幅で削平面 (曲輪)が存在していたとみられる。そしてその北西端から掘

り残しの尾根に沿つて西端の虎口部の小曲輪へと連らなつていたと考えられる。

また、社地北～北東の崖上のフラットな丘陵上には小削平地と石積みがあり、4× 4尺の祠の

跡と推定した。石積み部分はその整地に関わる廃石の集積であろうか。その下の地面は表土であ

り掘込み等はなかった。しかし、その脇を下方麓へ直線に下る踏圧路の軸線と祠のそれが一致し

ていることから、古文献や方位からも検討を加えてみたい。

文献上に該当又はそれかと思われる事項が 2点ある。ひとつは江戸後期ごろの村絵図 で、当

該位置に 「三然妙見」と記している。次に雲陽誌 は前布施村の項に「妙見社…祠官の伝記に七

星を茶
5と
ぃふ、勧請年暦しれす、本社六尺に七尺、拝殿二間梁三間、祭日九月十三日」とある。

また近くの人代村の妙見社についてみると、天文年中三沢氏造立の棟本しを記録している。ここで

七星は北斗星であり祭日は当然旧暦であるから仲秋の名月にあたる。また社殿はいずれも大きい

ことからこれらの記述は現西尾社の前身を表現しているとみられる。そして人代村の事例からす
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ると中世末にその起源を想像することもできよう。丘上の小祠は最初の社地であり、その後近世

に入るとかつて郭であつた現在の地へ同じ方位を守って社殿と参道を移したものと考えられる。

社 殿 規 模 社 殿 極 方 位 参道長・極方位 資  料
丘上の推定
妙見社

社殿 4× 4尺 302° 651nウス」三・303° 発掘調査

三 赤 妙 見 社
本殿 6× 7尺
拝殿 2× 3間 303° 1 雲陽誌 (1717)

現 西 尾 社 基壇 6× 9m 295° ∫共通110発
2°
現 況

この主軸方位についてみると、北極星 (真北)か ら 58° 西偏 していることから、特定 日時に七

星 (北斗七星)を拝 したと考えられる。例祭 日は九月十二 日 (旧暦)で仲秋の名月 (人月十五夜)

から約ひと月遅れる
｀
後の名月

″
(十二夜の月)にあたり、古来収穫を祝った 日であり、

｀
豆名月
″

とか
｀
栗名月
″
ともよばれる日でもある。

この日の北斗七星と月の位置を みると、太陽の没 した暮れ六つ どき (午後 6時ごろ)西北西か

ら北西にかけて、山際近く七星が横たわ りやがて落ちていく。また東の山際から出た月令13の月

は東南東の天空かなり高くまで登って来ていることになる。

つまり社殿に向つて拝むのは没 していく北斗七星であり、振 り返つて参道方向には中天高く登

りゆく名月を見ることになる。そして併せて収穫感謝の日でもあつたのである。

中世後半に始まると思われる妙見社は、星・月を祭 り、村の氏神 として丘頂から直下の砦郭の

跡に移つて方位をまもり、その後も存続 した:そ して明治40年の神社統合により妙見社を廃 した

が、その跡地に 「元宮」を祀つて改称 し西尾神社 としたものである。

(杉原)

註

※1 山根正明氏の現地指導をふまえて

※2『皇国地誌』

※3『仁多郡誌』仁多郡役所 大正8年刊

※4『雲陽誌』日本地誌大系復刻本 雄山閣
※5 妙見信仰について『広辞苑 第工版』岩波書店は次のように解説している。
「【妙見菩薩】北極星あるいは北斗七星を神格化した菩薩。国土を擁護し災害を滅除し、人の福寿を

増すという。特に眼病平癒を祈る妙見法の本尊。主として日蓮宗で尊崇。尊星王。北辰菩薩。」

※6『理科年表2001』 丸善,『天文年鑑2001』 誠文堂新光社,『 日本史事典』角川書店などの資料によつた。

※7『皇国地誌 佐白村』(明治8年)島根県立図書館蔵本

※8 ※3に同じ

島根県教育委員会編『尾原の民俗』―尾原ダム民俗文化財調査報告書-1996に は明治23年 とあるが誤

りである。
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PLl

虎口部調査前 完 掘状 況

小テラス部 作 業 風 景

A地点 発掘状況

一-79-―



PL2

石積部 (発掘前の状況) 妙見社跡 (後背溝と焚火跡)

石積部 (断 面) 妙見社跡 (全 景)

石積部 (全 景) 妙見社祠跡

B地点発掘状況
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励亀
が
ケ 谷 遺 跡

所 在 地  仁多町大字佐白1202(山林)

調査面積  910ピ (内 発掘390だ)

調査期間  平成12年 6月 15日 ～ 7月 26日 `

鉄滓等分析検討  村川義行 (和鋼博物館)
μC年 代 測 定  川野瑛子 (大阪府立大学先端科学研究所)





1. はじめ1こ

尾原ダム建設1関連で計画された1前布施地区残土処理場予定地内の該地において、平成二年秋、

鉄滓片若干が表面採1取され遺跡存在の可能性が指摘された。これを分布地図血99地点.と して本年

度確認調査し、続いて本発揺調査を行つたのである。そして遺跡名称を小学地おに|よ り「亀ヶ谷

遺跡」とした。

調査地点は上布施地区から南に派生する長い丘陵の東斜面のわずかに湾入する下方にあたり、

わずかな扇状地形の緩斜部分が中心である。その下方は谷地田となつている。

この地点で地形を勘案し約910だ を対象として刈払い後、地形測量を行いトレンチ及びグリッ

ドをほぼ5m間隔で23ヶ所設定して土層序と内容を検討した。そして範囲を限定して359ぜにつ

いて全面発掘を行った。

Ａ

Ｉ
！

Ｂ

Ｉ
Ｉ

Ｃ

Ｉ
Ｉ

Ｄ

ｌ
ｌ

Ｅ

Ｉ
Ｉ

Ｆ

ｌ
ｌ

Ｇ

Ｉ
Ｉ

Ｈ

Ｉ
，

１０

　

　

９

十　

一

―-8

―-7

―-6

-5

-4

―-2

-1

下
|

へ
|

図 1-1. 地 形 図

=85-



表層 (根群多)
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2.試掘調査の概況

東に面して、地勢に直交し湾入する傾斜地形部分について5m間隔グリッドによって土層序を

みると概ね次のようである。

土層① 暗赤褐色で根群がよく発達している表層土

② 暗赤灰色でやや根群が多い表土

③ 黒褐色で粉状の上でやや表土化のみられるクロボク土
この中にはまれに土器細片が混入している

④ 黒色でキメ細かいクロボク土

⑤⑥ ほぼ④に準ずるクロボク上で層界は不明瞭

⑦ 黄褐色の強壮質土で火山性浮石風化上、地山心土である

このように表土下の暗色土中にはまれに土師系の土器細片が認められた。また下方のグリッド

においては鉄滓の小塊の混入も認められた。 しかし、これらはいずれも土層堆積の中途に希れに

混入したものとみられ、層界等には相当しなかった。下方の緩斜部分はかつて畑地とされていた

ところで地山に石礫が点在し、その間には上部の小鉄滓の混入するクロボク上が堆積 している。

そしてその上層中間位にやや締まった面があつて、土器片がやや密に包含する部分が認められた

(以下A区 と呼ぶ)。

これから北へ約10m寄ったわずかに瘤状に突出する地形の部分では炭灰の密な小平坦面があり、

その下に続く斜面には表土直下に鉄滓が濃密に散布する部分があつた。この範囲に製鉄址が想定

された (以下B区と呼ぶ)。

これによつて、鉄滓の散布する部分 (B区)と 下方の土器片の包含する部位 (A区)の 2ヶ 所

を中心に約350だについて遺跡として全面発掘を行 うこととした。

A.土器片包含散布区域 (A区)に ついて

1.土器包含層の状況

A地点として全面発掘の対象としたところの地表面は、林道部分とそれに続く下方の緩斜面で、

付近に比べて最もフラットな範囲で10mで約2.5mの落差であり、横方向は概ね等高線に沿つて

いる。なお、林道から下方はかつて畑地に拓かれたところで、幅 6～ 2mの帯状をなす傾斜畑が

3段となっているが、数10年来荒廃 しているところである。

対象範囲は地形を勘案し概ね13× 13m方形に近い区画とした。ここで直交する縦横の トレンチ

によって土層序をみた。

上層の重なりは表土 (根群密で暗褐上、但し林道部分は撹乱踏圧土)が 15～ 20cIIlで 、その下は

黒色～黒褐色のきめ細かいクロボク土が0.8～0.4mも堆積 している。さらにその下は、下方では

礫まじり粗砂質上、谷上方では黄色系粘質土である。
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このうちクロボク上の半ばには土器片を包含する部位が広くあるが、これを層区分することは

黒色土層でしかもその瞑度でも識別不能
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2.土器片を主とする遺物検出状況

包含層は地形の最もフラントな約 3× 5m範囲で厚さ20cm、 分布勾配は-6° ほどであるが、

その前方やや傾斜の急になるあたりでは厚さ5 cm、 勾配は一n° 程度で、しかも包含する密度が

急に低くなる。

そして土器片等の包含分布する約10× 12m範囲において検出採取した遺物は約700点で、その

殆どは土器片であり叩石などの傑器が若干認められる。そして土器片は土師器が主であるが粗製

縄文や須恵器片もみられて年代の幅は広いものである。

このように、遺物は出土したがその部位や付近において遺構は全く検出出来なかった。

3.出土遺物

1)A区出土遺物

ここから検出した遺物は表のとおりである。そのうち実測し得たのは次のものである。

亀ヶ谷遺跡遺物集計

縄文土器 (図 3-1)

E3区から検出した (1)は胴部の器表に貼付凸帯を巡らせるもの。胎土は l llull以 下の砂

粒を少量含む。良く焼き締まり器壁は堅い。色調は外面が黒色 (5YR2/1)、 内面がにぶい黄

橙色 (10YR7/3)を 呈している。外面は横～斜め方向にヘラ条工具で磨研し、内面はナデて

出土区 縄 文 弥  生 古式ハジ 土師質土器 須恵器 不  明 その他 石礫器 計

排土中 1 1

C5 1 1

D2 2 2

D3 25 4 1 31

D4 1 7 9

D5 4 一〇 9

E2 6 3 20

E3 3 2 88 7 陶 2 2 106

E4 3 14 134 14 110 2 277

Fl 1

F2 1 4 10 16

F3 4 26 7 29 4 70

F4 15 1 87 2 32 138

F5 3 つ
け

F7 1 1

G2 4 2 2 8 16

H3 4 4

計 8 25 26 308 26 216 14 705
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いる。黒土BⅡ まで下らないだろうが後期末～晩期にかけての、黒色磨研突桔文土器である。

E3区から検出した (2)は半精製土器で浅鉢の日縁部であろう。内面は横方向にミガキ、

外面は粗くナデている。焼成は良くにぶい黄橙色 (10YR6/3)を 呈す。日縁端は外傾 してき

て垂直方向に屈曲し、丸くおさめる。時期的には、後期末宮滝式併行期であろうか。

E3区から検出した (3)は粗製土器で胎土は 3111111径 以下の長石等砂粒を多く含み、灰黄

褐色 (10YR4/2)で ある。内面はナデ、外面は二枚貝条痕である。G2区から出上の (4)

(5)も粗製土器で、内面は二枚貝条痕であるが表は粗くナデ、(4)は焼きがあまく (5)

は堅く焼き締まる。ともに、にぶい黄色 (2.5Y6/3)で ある。(3)(4)(5)は 後晩期の所

産であろう。

警フ霞2 癬

畿 けとこと言,貴髯4甲 l鷲ど0                  10Cm

図3-1.A区 出土遺物 (1)

弥生土器 (図 3-2)

F4区から検出した (6)は張り出した壺の胴部で 3条の凹線文をもち、外面はハケメ調

整後、櫛描きの直線を左下がりに施し、内面はナデである。胎土は l llull径以下の砂粒を微量

に含むが密で、良く焼き締まり、にぶい黄橙色 (10YR7/3)を 呈す。外面には煤の付着が認

められた。

E4区表土下面から検出した (7)は壷の底部で、底径12.7cm、 胎土は 2111111径以下の長石・

石英等砂粒を少量含み、焼成は良く色調は外面が灰黄色 (2.5YR7/2)、 内面がにぶい黄橙色

(10YR7/3)である。内面は荒ケズリ、外面は丁寧にナデている。

F4区から検出した (8)は壷頸部、 l llllll径 以下の砂粒を含むが密で良く焼き締まり、に

ぶい黄橙色 (10YR7/2～7/3)を呈している。外面には3条の断面三角形の凹線文、烈点文、

その下に薄く沈線を巡らせヘラ状工具による右下がりの直線文を施している。内面はハケメ

後ナデ、指頭圧痕も認められる。(9)も (8)同様、F4区から出上した、壷頸部で l lllll

径以下の砂粒を少量含むが焼成は良くにぶい黄橙色 (10YR7/3)を 呈す。外面は6条の凹線

文を巡らせその下方はハケメ調整、内面は荒くナデ、指頭圧痕が認められる。いずれの土器

も中期後葉～後期前葉のものであろう。
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図3-2.A区 出土遺物 (2)

上師器 (図 3-3)

(10)～ (14),(16)～ (18),(20)は甕である。

(10)は E4区表上下から出土した甕の口縁部で、内面頸部はケズリ、その他はナデてい

る。 3 11ull径 以下の砂粒を少量含むが良く焼き締まり、にぶい黄橙色 (10YR7/4)を 呈す。

(11)は E4区からの出上で口径15。 4cm、 外面はヨヨナデ、内面は口縁～頸部まで荒ナデ、

肩部からはケズリで全体的に荒い作りである。器壁は頸部で薄く外傾しながら立ち上がり、

日縁周辺で最も肥厚し九くおさめる。胎上に酸化鉄を含む為か明赤褐色 (2.5YR5/6)を 呈す。

E3区から出上した (12)は 口径16.6cIIIを測る。肩部は厚く頸部から薄くなり短く外傾 し

て立ち上がる。外面はナデ、内面はケズジ後ナデである。

(13)は E4区検出で口径17.2cmを 測る。胎土は 2 11ull径 以下の砂粒を少量含むが密である。

焼成はあまり良くなく脆い。明黄褐色 (10YR7/6)を 呈す。外面頸部～肩部にかけて縦方向

にハケメ調整、内面頸部は横方向にハケメ調整、体部はケズリである。

E4区出上の (14)は 口径15。 4cm、 胎土は l llllll径以下の砂粒を少量含む。焼成は良好で色

調は明赤褐色 (2.5YR5/6)を 呈す。外面は荒いハケメ調整である。

E3区出上の (16)は 口径13.8clllを 測る。焼成は良好で橙色 (7.5YR7/6)を 呈す。器壁は

体部～頸部にかけて厚く、日縁部で外傾 して薄くおさめる。内面はケズリである。かなり風

化している。

F3区から検出の (17)は 日径18,8cmを測 り、 2 11ull径 以下の長石・石英等砂粒を含み、橙

色 (2.5YR6/6)に焼成している。外面は縦方向のハケメ、内面は横方向のハケメである。

E4区から検出した (18)は 口径21.8cmを 測る。焼成は良好でにぶい黄橙色 (10YR7/4)

を呈す。体部には煮炊きによる煤の付着が認められる。

E4区出上の (20)は 日径17.OcIIl・ 推定器高20.3cm、 胎土は密で良く焼き締まり、灰黄褐

色 (10YR6/2)を呈す。外面はハケメ調整、内面頸部から下方は横方向にケズる。

F4区検出の (15)は小形の甕である。日径7.4cm、 胎土は密で焼成は良くにぶい黄橙色
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(10YR7/4)を呈す。口縁部は「く」の字に短く外傾 しおさめる。外面はナデ、内面は横方向

にケズリである。

F4区検出の (19)は 高郭脚端部であろう。底径22.8cmを沢1る。内面はケズジ、外面はハ

ケメ調整である。胎土は密で焼成も良い。人の宇に開く脚で端部はさらにアクセントをつけ

て外に開く。古式上師器の内に入るものであろう。

(21)は 1片がF2区、 2片がE3区から検出した。竃の焚口部である。胎土は密で焼成

は良く丁寧に作られている。庇部分に相当する箇所には煤が付着している。

(22)(23)は 甑の把手である。 (22)イま橙色 (2.5Y6/8)、 (23)は 黄灰色 (2.5Y6/1)を 呈

す。いずれも外面はハケメで内面はケズリ、外面には煤が付着している。 (22)は E4区か

ら、(23)は F4区からの出上である。

(24)は E4区から検出した甑である。底径9.Ocmを測 り、胎土はやや粗で橙色 (5YR6/6)

を呈す。外表には把手の剥落痕があり縦方向にハケメ調整、内面はケズリで、のちナデ調整

である。

F4区から検出した (25)は器種不明の脚端である。外面は端部周辺は横方向にハケメ、

内部はケズジ放しである。底径12.8cmを測る。蓋であるかもしれない。弥生末期に遡る可能

性もある。

E3区出土の (26)は手捏ねの婉で日径H。 lcmを測る。胎土はやや粗で橙色 (5YR7/6)を

呈す。内外面ともに指頭圧痕が認められる。表面は凹凸している。これらは概ね 7～ 8世紀

のものと考えられる。

須恵器 (図 3-4)

(27)～ (31)は杯蓋である。E4区から検出した。

(27)は肩部～口縁部にかけて残存し肩部に2条の沈線を施す。内外面とも回転ナデであ

る。日径は11.5cmを測る。胎土は密で l llllll径以下の砂粒を含む。日縁端部の段は僅かに認め

られる程度で、やや肩の張った形状を成す。

F3区検出の (28)は 口径12.2cmを測る。肩部に界線を有し、日縁部は僅かな段をもち厚

くおさめる。内外面とも回転ナデである。

E4区検出の (29)は 口径12.2cmを測る。器壁は非常に薄いつくりであるが良く焼き締まつ

ている。日縁内部やや高い位置に浅い沈線を有する。形状は沈線にあたるあたりからさらに

外反する。肩部には2条の沈線を巡らせる。

E4区検出の (30)は 日径12.5cmを測 り、胎土は密で焼成は良好である。内外とも回転ナ

デ調整で、日縁部やや細くなり尖り気味に内湾しおさめる。日縁内面やや高い位置に僅かな

窪みがある。

E4区出上の (31)は 日径13.OcIIl・ 推定器高4。 4cIIlを 測 り、胎土は密だが焼成はあまい。
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黄灰色 (2.5Y6/1)を呈す。器壁は厚手のつくりである。天丼部は粗雑なヘラケズジで肩部

に沈線を 1条施す。

イ身 (32)は E4区からの出上で、日径10.8cIIlを測 り胎土は密である。焼成はやや不良で

脆い。灰色 (5Y6/1)を 呈す。内外面とも回転ナデ調整である。日縁立ち上がりは内傾し直

線的に延びる。

E4区検出の (33)は 口径11.4cmを測る。胎土は密で良く焼き締まる。内外面とも回転ナ

デ調整である。体部外面は自然釉を被る。立ち上がりは内傾 し直線的に延び先細り気味にお

さめる。

以上は概ね大谷編年 4期、陶邑編年TK209の 範囲と考えられる。但し (30)は 日縁が内湾

傾向にあることから大谷編年 5期に降る可能性もある。

F3区から出土した (34)は婉型土器で口径12.8cIIl、 胎土は密で焼成は良く灰褐色 (7.5Y

R5/2)を呈す。内外面とも回転ナデで、体部は丸みをもちながら日縁部で「く」の字に外反

しておさめる。 8世紀の所産であろうか。

29

31

図 3-4.A区 出土遺物 (4)

石 器 (図 3-5)

E2区検出の (35)は 11.2× 8.2cmを 測る磨石で、側面には磨痕や敲打痕がある。平面中

央の凹部も敲打痕である。

(36)は E2区から出土したもので、8,0× 6.7cIIlを 測 り偏平な2面をもつ。側面には磨痕

と敲打痕が、平面中央には敲打痕が認められる。

(37)は D3区から検出した小円礫で3.3× 2.6clllを 測る。加工痕は認められず性格不明で

ある。

(38)は E2区から出上し材質は凝灰岩製、やや軟質であり8.5× 6。 7cIIlを測る。頂面には

敲打痕が観察できた。

E4区検出の (39)は 、材質安山岩製の磨石で全面磨痕が認められ、一部欠損している部

分がある。偏平面中央と側面には敲打痕が認められる。

(40)は F3杭付近 トレンチから検出したもので、25。 2× 19。 8cmを測 リー面は使用された

0               10cln
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図3-5.A区 出土遺物 (5)

偏平面で磨痕が観察でき、そのほかは凹凸した自然面で側面には一部欠損している部分があ

る。石皿様の使用が推察される。花南岩質の偏平な川原石を用いたものである。

F3区から出土した (41)は 、黒曜石製で鏃というよりむしろ小形の槍先ともみられるも

ので5,0× 3.8clllを 測る。長三角に近いつくりで長辺 2辺に鋭く刃を造ってあり先端は欠損し

ているようだ。一面中央部は自然面である。

l   �
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4.小 結

A区域においてはクロボク土層中に遺物が厚さ20clll以下の層状をなして包含していた。しかし、

その付近を含む範囲において遺構は全く検出されなかった。出土土器は、縄文土器は少数ではあ

るが粗面で二枚貝による調整もみられるもののほか、黒褐色半磨研で貼付凸帯の付く破片もある

など概ね後期後半～晩期ごろのものとみられた。弥生土器は極く少数であるが、壺又は甕形土器

の底部や肩部に施文帯のあるもの、凹線文のものなどが認められ概ね中期後葉であろう。

もつとも多いのは土師器で古式上師器もわずかにあるが単純口縁の甕形土器及び煤の付くその

胴片であり、甑やかまど片も混じつていた。概ね古墳時代後末期ごろであろう。またこの時期の

須恵器の蓋不も認められる。このほか叩石などの礫器や、 1点ではあるが尖頭様の槍先かと思わ

れる黒曜石製品もあつた。

これら遺物の出土状況は、すべて混在していて同時に集積したものとみられることから、古代

のある時期に雨などによリクロボク土と共に流下し、地形の湾入する勾配の緩やかな地点に集積

したものかと思われる。

(野津)
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B.製鉄址 (B区)について

1.遺構の検出

わずかに張り出す地形のややフラントな上面とその前方斜面 6× 7mほ どの範囲である。地表

面のこの間の高差は約2.5mで、上方に2.5× 1.5m長 円形の平坦面がつくられている。林木 (杉 )

伐木のあと地でありこれを通る縦断 トレンチによつてみると、根群の多い厚さ15cmほ どの表層土

を取り除くと下方半分域は鉄滓の集積であり、上方の平坦部分は流下したクロボク上が25～ 30cIIl

堆積 しているが、その下はやや凹みとなるように削り出した小平坦面でそのクロボク地面が焼け

ており、表面には薄く炭灰層があった。ここには鉄滓は含まれていない。

このクロボク上の下は黄色粘質上の地山心上であり、クロボク土層は概ね30cmほ どの厚さで下

方へ続き、所々に大～中の山石が混入 。点在している。

また削平焼土面は、下方の鉄滓散布面の上端近くを一部埋めてつくられた面であり、鉄滓の散

布が先行していることから2種の時期差のある遺構と判明した。

1)小炭焼址

上方に近い削平焼土面は1.8× 0.9m、 横に広い長円形のやや内窪みで炭灰層が被つている。ま

たその炭片は細片で焼けたクロボク土と混合していることからして、枝条を積んで焼き履土消火

する手法の小炭焼きを行った所とみられる。この年代は不明であるが後述の製鉄遺構より後出す

るものである。

2)鉄滓散布部

鉄滓の散布は下半分区域の斜面で約 4× 4mの範囲であり、その上端位置に等高線に沿つて幅

0.8m、 長さ2m弱の炉床下底部分が鉄滓層に埋もれて残つていた。

2.製鉄遺構について

1)鉄滓の散布面

表土下に鉄洋が濃密に散布する部分を中心に6× 6mほ どの範囲についてみると、この間約1.5

mの高差のある斜面である。これについて 1× lmの方眼区を設けて鉄滓等の悉皆計測を行つて

標本試料を抽出・取り上げることとした。なお炉壁材片も若干混入していたが、鉄滓と共に投棄

した破片は埋没土圧と経年風化で崩壊していて取り上げ不能であったので、計測からは除いた。

測定は各個の重量のみとしたが、結果として区分毎の流出津の感覚的な大きさは次のようであっ

た。

2～ 10g(log10=1)…・小指の指頭大  50～ 250g(log250≒ 2.4)。 一掌中に納まるほど

10～50g(log50≒ 1,7)… 指 2本分ほど  250～ (1250g)(log1250≒ 3.1)・―拳大程度

また代表値としての平均値及び標準偏差値の計算は、各分布を正規分布に近づけるため常用対

数を用いて算出した。
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流出洋 1個重の分布

流出滓 1ケ重量

T

排滓量の分布

図5.排滓の分布

調査した鉄滓の総数は約10,000個 、総重量約300kgで あり1個重量は2g～ 1.3kgの間である。

そして約 7割が流動性のよい流出洋であり、各区ともそれを代表として扱っても大差がないこと

から、各区を代表する平均値等はこれについて掲げた。

この結果から数・総重量ともに大きい区はSu,se,Te区 であるが、 1個重はこれらが最も小さい。

逆に数・総重量ともに小さい区はHu区で 1個重は抜群に大きかった。

100  500
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これらについて、鉄滓取り上げ後に検出した炉床～溜り部遺構や等高線を下敷きにしたグラフ

に表示すると前頁ようである。

このグラクから次の諸点が読みとれる。

1.Se,Te区 にかかる湯溜 り部 (直径約80cIIlの 凹み)か ら約 lm範囲においては排滓総重量・

個数ともに最も多いが、 1個重量は逆に最も小さい。

2.1個重量の最も大きいのは最も遠位のHu区であるが数・総重量ともに少なく、この傾向は

概ね標高284.2mラ イン (湯溜部より20cIIl低 い)よ り下方において共通している。

これらのほかにSi区においてもその下方に寄つて鉄滓があったが、これはのちに小炭焼の小削

平部をつくるとき、その前端部に埋め立て用として移動したものとみられる。

このようにして鉄滓を取り上げたところ、Su,Tu,Nu区 に炉壁の大破片が 5片伏せた状態で検出

された。これには多くの木呂孔が認められたので、現場で固定して取り上げた。

2)炉床部の検出

そして、これら炉壁片を取り上げた下には長さ約50cIIlの炉底～湯路口部滓があり、ほぼ原位置

のまま残存しているとみられて炉床相当部の輪郭がほぼ推察し得るに至った。これによつて推定

部を横断するサブ トレンチで掘 り方等を検討した。

断面では緩やかに傾斜するクロボク上の地山に幅1.00m、 深さは中央部で約15cmの 浅いU宇形

の掘込みに、細かな炭片や焼土とみられる細上が少し混入するクロボク土様の上が填められてい

て、その上面に上記の炉底滓が乗つたかたちで在った。平面でこの掘り方を追ってゆくと等高線

沿いに長さ約2.8m、 最大幅1,Omで、南 (下手)は尖り気味に閉じ、北端 (上手)は直径80cIIlほ

どの播鉢形の凹みとなっている。

この凹入部は排滓が流れ出て貯留する
〃
湯溜り″であるが、窪みの底面には磁着物や微細な流

図6.B区 炉床部と炉壁破片の落込み

/

/

イ
＼
＼//

く

・
～"    赤 炉壁舟

0           1m
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出滓片等の何らも見当らなく、単に細炭片を含むクロボク上の面であつた。また被熱の程度は基

盤上が熱変色を呈していなく、熱が弱かつたのか或はその後において掬い取ってしまったものか

は判断出来なかった。

また炉床部あたりも長辺両側とも20clll以上も大きく削り取られているものと思われた。築炉さ

れていた直接の炉床部の規模については縁辺部の被熱の程度も判別し難く、またこれほど削られ

た状況では推測の域を出ないが、幅約50cm、 長さ70～ 80clll程度であろう。

以上の状況から炉床の造成は緩斜面に浅い溝を引きその中に燻り上を充填したのみの簡易なも

ので、湯溜りは北側の一方にのみ造ったものである。

3.採取鉄滓等

流出洋

1)NO。 1は幅10cIIlほ どの緩やかな湯路溝に幾重にも流出集合し固化した大塊で、幅35cm。 厚さ

20cmほ どであり図示下方へ向かう細流が重なっている。 1本 1本の 〃のろ〃の流れは細かく、

その幅は0.8～ 1.2cmほ どの部分が多い。これは炉の湯路日の大きさを示唆するものであり、

ひいては炉自体の規模をも暗示しているといえよう。

鉄津の表面は飴状で暗青灰色、破断面ではやや多孔質、やや比重感があり流動性はやや良

く、表面・断面とも光沢がある。底面には砂粒の圧痕がある。重量6.8kgである。錆は認め

_搬  ¢

斡 6

∞

0           3cロ

―
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られない。このような大塊となったものは極く少なく、次の供試品とで2片のみであつた。

これにほとんど同じ流出集合状の鉄滓 (図版流出滓NO.1)を分析試料配 2と して供試した。

2)図示したのは 5片 (NO.2～ 6)であるが、この類が当該遺跡では全体の約1/3で最も多かっ

たものである。このうち重量が9.7～ 10.8gま でのもの4片、26.4gが 1片である。流れの

幅は0.8～ 1.2clll、 厚さ0.5～ 1.Oclllで 長さは3～ 5 cmほ どで折れている。いずれも図示下方ヘ

の流れで樹枝状であつたものである。表面飴状でやや流動性は良く暗青灰色、底面に砂痕の

あるものもあり、上面・底面ともに光沢気味で錆はない。

また破断面に大気孔のあるものもある (図版流出滓 5)。

同様のものを分析に供した (試料NO.4)。

3)図示していないが、この流出洋は流動性が特に良く粘性の低い状態を示すもので、幅10cm

ほどの湯路溝に貯留し固化したものである。幅10～ 12cm。 長さ約40cIIl・ 厚さ約 5 cIIl、 表面は

一様にフラットで部分的に細かい袋状の部分がある。暗青灰色で表裏面とも光沢あり、破断

面は緻密で希に大気泡孔がある。比重感は特に重い。操業中最も盛んな炉況のときのもので

あろう。このような形態の鉄滓はこの他にはなかった。分析に供試した (試料No 3)。

炉底滓

比 3は炉床部に在ったもので、図右半分はパン屑を圧縮したような薄皮状を呈し、左端は

巡
/

0         10clll

―

溝流出部
|

図8.B区 炉底滓
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湯路への流動を示す飴状で光沢のある部分が残つているもので、中ほどは錆の発生もある不

定塊状多孔質の粗慈な厚い部分である。長さ44cm・ 幅22cm。 最も厚いところは10cmで あり、

重さは5,5kgを 測る。形状と出上位置からして炉内端部から炉外流出溝へと続く湯路口部を

中心とする部分の炉底残存部分であろう。

なおこの図の右方に同様のパン屑状の滓片が続いていて試料として採取し、分析に供した

(分析試料叱 1)。

陥 2も 同様で、形状は「く」の宇状にまがる重さ6.8kgの炉底津である。

炉壁片

配 1:炉床内に倒れていたもので接合して幅44clll。 高さ25cIIl、 木呂孔 2孔の残る大破片である。

外面の壁材土は剥落していて厚さは正しくないが直線状の部分である。木呂孔は外面で16.6

cIIl、 内面では16.5clllの 間隔で穿たれて背面に対し81° 及び85° であり、約 7° の伏角である。

内壁面での孔径は2.3cmと 3.lcmを測る。なお、一部に炉床基底面とみられる下底面部が残つ

ているので、それから木呂孔までの高さは7～ 8 cmほ どである。破断面でみると木呂孔の直

下と直上部が大きく侵蝕されて凹入し、内面はすべて溶融してガラス質となり外面寄りはに

ぶい橙色の上色を呈し脆い。そしてこれらの上中には他の炉壁片もともにフラと思われるス

サがやや粗に混入している。

配 2:幅38cm・ 高さ35cIIl、 大きく湾曲する壁部で、下底面はすべて溶融していて基底面とみら

れるものである。この壁材には木呂孔は一つもなく、下方ほど侵蝕が弱く厚さ7 cnほ どある。

湾曲する形状から炉体のコーナーにあたる部位かと思われる。なお、立ち上がりもやや内湾

している。

配 3:幅47cm。 高さ28cIIl、 木呂孔 3孔を残してすぐ下で折れたもの。平面形は緩く内湾し、内

面右端ではやや強くなる形となる。木呂孔の水平方向挿入角は外面で左からそれぞれ103°・

96°・95° でその間隔は外面で15cm。 14clll、 内面では12.Ocm・ 12.5cmで ある。なお挿入上下角

と基底からの高さは明確にし難い。

比 4115× 15clllほ どの破片で、これは上部NO.3に続くものであるが直接の接合は出来なかった。

内面上半はやや粗面に対して、下半は飴状の融面である。外面は剥離している。

血 5:木呂孔から上へ34cmの破片で、木呂孔は外面からほぼ90° で挿入されている。また伏角

は明確ではないが 5° ～10° 程度と推察される。内面は木呂孔の上部は強く侵蝕凹入してい

るが、概して溶融は弱く粗面でわずかに′点状に錆の発生がみられる。外壁面の色は下から明

黄橙・橙・にぶい褐・にぶい橙と漸移していて熱による変色がやや弱かつたとみられる。

比 6:一部に基底面が残り高さ38cm。 幅約40cm、 基底から6.5cIIl上って木呂孔が 1つみられる。

木呂孔の挿入角は水平で70° 、伏角は約 7° とみられる。外壁面は剥落しているが木呂孔上

までの10cm、 その後各10clll毎に上方へ色調は黄褐・にぶい橙・黄橙・暗褐と変化しており被

熱の程度はやや弱いが、下から約30cmま でが熱変色とみられる。内面は飴状に溶融した部分

―-103-―



ィ////イ
10YR 8/4浅 黄橙

10YR 7/6明 黄褐
～7/41こ ぶい橙

図9-1.B区 炉壁片 (1)

2 5YR6/41こ 要ドい主藍

///■

5 YR4/3褐

＼

^…

断面

―-104-一



一一―
~=~10YR 8/4浅黄橙
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図9-2.B区 炉壁片 (2)

は殆どなく、粗面であるが錆の発生はみられない。

陥 7:部位は木呂孔より若千高い位置の破片とみられ、内面は飴状に溶融して赤褐味がありと

ころどころに白色小礫が突出している。外面は剥離しているが半ばより下方はにぶい橙、上

半は橙色を呈している。

配8:排滓中に混っていたもので、幅14cm・ 高さ9 cm、 基底面はしつかり残っており、左右両

端に木呂孔があつてそこから折損している。木呂孔は基底から5 cmと 3 cmの 高さにあり外面

で約13cm、 内面では約Hcmの間隔と推定される。伏角については推定不能であった。内面木

呂孔下のあたりは強く侵蝕され快り込んだようになっていて融面はやや赤褐色気味である。

破断面をみると内側から青灰・白・黄と変色して被熱が強く、しかも炉内の還元が強かった

ことがうかがわれる。

5YR 7/6橙
75Y7/1灰 白

10YR 7/3に ぶい責橙
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陥 9:幅15cm。 高さ8 clllほ どの破片で排滓中から採取したものである。上記と同様に左右端に

木呂孔があり、その間隔は外面では1lcm、 内面では10cIIlである。壁体の立ち上がり角がはっ

きりし難いことから挿入伏角は推定出来なかった。上記と同じく壁体断面は淡青灰色まで熱

変色している。

NO.10:こ のりF滓部から採取した高さ14cmほ どの破片であり、炉体の部位は特定出来ないが、壁

体外面の残存している唯―の資料である。外面は板状のもので粗く横ナデしたものとみられ、

厚さは10～ 7 cmで ある。破断面についてみると外面から2.0～ 2.5cmは橙色で本来の炉材粘土

の色であり、次いで芯にあたる3.5～ 4.Ocnは 弱い熱を受けて浅黄橙色となり、内側寄りの

1.5～ 2 cmほ どはにぶい赤色となり、内面は厚さ0.5～ 1.Ocmほ ど溶融してガラス化している。

なお、下方寄りにはにぶい赤色の内側に還元をやや強く受けた灰白色帯がみられる。これら

の状況は炉体下方の木呂孔付近とは異なるが内面の融面などから炉体上部でもなく、概ねそ

の中間位置の部分かと思われる。特に炉内反応の選元域にかかるあたりかと思われ、またこ

れからすると炉壁体の厚さは中釜以上の部分で少なくとも10cnを超えていたことが判る。

4.炉体復元の試み

炉床中心部に倒れ込んで放置された大炉壁片 (N01～No 6)を ほぼその位置にあつたものと仮

定して配置してみると、図示したように外長径約 lm。 外側幅65clllと なり内面は強く侵蝕されて

いるが、仮に壁の厚さ15cmと すると内法で幅30cm余・長さ70clllの長円形となり、排滓は北側の一

方のみとなる。

木呂孔についてみると、北側排津部 (湯路日)側を除く3方向から中心に向かつて吹き込むよ

うになるが、 1基の送風装置から複数本の木呂を出しているものとは考えられず、 1孔毎に別々

の送風装置であつたと考えるのが妥当と思われる。

5.理化学的検討

木炭片による
望C年代の沢1定及び鉄滓等について冶金学的検討は、それぞれ依頼してこれを行つ

た。そしてこの報告の全文は付編として収録した。

“C年代の測定によればこの製鉄跡はy.BP967± 32BP年、較正暦年代はAD1022～ 1042又はAD1093

～1118年 とされた。いずれにしてもADl100年の前後を示していて各地に荘園が広く展開するころ

にあたる。

また鉄滓の分析等からは多くの′点が指摘されたが、化学成分のうち特にT102はやや低く始発原

料が真砂砂鉄系かとされ、その他成分のMgO,CaO,FeO,Fe203な ど近隣の中世とされたたたら のそ

れに概ね近い値となっている。

なお炉底滓はFe203が 多いのは瀧ノ谷大畝たたらの場合に近く、還元不良と低温状態のためか

と指摘された。炉壁材粘土は比較的A1203が 高く耐火性にはすぐれているが、反面Si03が低いため
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スラグ生成には不利であつたと指摘された。

これらの所見から操業効率はあまりよいとはいえず、

われる。

還元良好な経時的範囲は狭かつたかと思

0                1m

×印 鉄滓

図10.炉の推定復元

6.小 結

検出した製鉄址は小規模なもので、山腹中ほどのやや張り出す緩斜面に位置した。排滓は極め

て細い流出を示し、炉壁材にはスサが混入していたIf流出した鉄滓の分析結果も近世のそれでは

なく、当地の中世又はそれ以前の場合に近似し、
盟C年代もADl100年前後の値となった。

炉床はクロボク質の厚い土層をベースに長さ2.8m。 幅1.Omほ どの浅い溝をつくって炭灰混り

上を充填したただけの簡易なものであるが、遺構表面は既に失われて操業時でのプランは正確で

ない。

湯溜りの窪みは通例両端に造られて亜鈴状をなすのに対し本例は北側の一方にのみ造られてい

て、炉心あたりに炉底滓がほぼ原位置と思われる状態で残存した。

排滓は湯溜り部を中心に同心半円状に、特に流出滓はその大きさを異にする分布で4～ 5mに

分布した。合計約300kgの これら排滓や炉床部も含めて着磁性の遺物は殆どなく、意図的に選別

:メ fr i生々
″
ヶ 丁
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された形跡が窺われる。

炉壁材用上には粗砂～細礫が目立って多く脆いが、フラとみられるスサが混入されていて耐火

性は良いがスラグ生成には不利との分析指摘もなされた。このような状況は奥出雲の中世たたら

跡の成果に類似している。また炉床部にそののまま倒壊したとみられる炉壁の大破片から炉体の

推定復元を試みたところ、炉体は外寸で1.0× 0.6m長円形で、高さは70～80cIIlほ どが予想された。

そして送風は炉床中心部へ向けた木呂孔 1つ 1つが独立したものであって、北側小日へのみ滓を

流出させたとみられる。勿論送風装置の置かれたと思われる構造等も削り失われていて想像の域

を出ないが、例えば皮哺
3を
並べた情景が浮かぶ。

(杉原)

a 清永欣吾。佐藤 豊 :「製鉄址出土鉄滓及び炉壁材等の調査」『下大仙子遺跡』横田町教育委員会

1985

b 清永欣吾・佐藤 豊 :「出土鉄滓等の調査結果」『鑓免大池領跡』横田町教育委員会 1993

c 佐藤 豊 :「出土鉄滓等の調査」『日ヤケたたら跡・芝原遺跡』仁多町教育委員会 1994

d 村川義行 :「上垣内たたら跡および茶屋の廻遺跡出土鉄滓等の分析報告書」『上垣内たたら跡 (他

2遺跡)』 木次町教育委員会 1999

e 和鋼博物館 (村川義行):「枯木ヶ谷領遺跡出土遺物の科学分析調査報告書」『枯木ヶ谷領遺跡』

木次町教育委員会 2000

スサ入りの炉壁片は、かつて『かなやざこ領跡調査報告書』横田町教育委員会1983で指摘して以来、

中世及びそれ以前にのみ限定され、近世たたらの場合には全く検出されていない。またスサ入りの場

合の炉材粘土は概してA1203比の高い上が用いられている点については佐藤 豊氏が指摘されている。

杉原清一 :『 日ヤケたたら跡・芝原遺跡』仁多町教育委員会1994の 芝原鍛冶遺構についての項(P37… 2)

※ 1

※ 2

※ 3
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調査区遠景

トレンチ調査

A区 遺物出土状況

||||■

i:〔 |｀ 下
|,|li―i

A区 全 景
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縄 文 土 器
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PL4

石 礫 器
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PL5

表土除去 鉄滓散布面検出

B区 発掘状況

大型炉壁片の倒れ込み 炉壁片叱 4

炉壁片陥 5 炉壁片左からNo.3.地 2.No.1

炉床部と炉底滓
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(分析試料 血 4)図 7

分析試料 陥 2

分析試料 配 1

出土遺物 (流出滓・炉底滓)

一 H4-



L7

な

異

静

―

1  lit尊鵞苺牟1慈

＼

Ⅷ

￥

分析試料 5

図 9)出土遺物 (炉壁片
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シベ石遺跡

所 在 地  仁多町大宇佐白1183・ 1184・ ■86。 1187(山 林)

調査面積  250だ (内 発掘226ピ )

調査期間  平成12年 5月 19日 ～ 6月 14日

とき  ぽとけ

時 仏 遺 跡

所 在 地  仁多町大字佐白■82・ 1187・ 1188(山林)

調査面積  621ポ (内 発掘275ピ )

調査期間  平成12年 5月 19日 ～ 6月 14日





1.はじめに

尾原ダム建設関連で計画された町道人代三沢線付け替え予定域にあたり、事前に指摘された72

地点 「平坦面、古墳状の高まり」となっている地点である。この地点は斐伊サ十1がヘアピン状に強

く折れ曲がって流れる瀬先きにあたる丘陵端部に位置し、川に面した南西斜面は岩質の崖地形で

ある。

平成11年度の分布調査に際し、地形測量とトレンチにより性格を把握した。その結果、削平段

のある丘端部地点を「シベ石遺跡」、尾根基部に近いマウンド部地点を「時仏遺跡Jと した。

引き続き本年度に本発掘調査を実施した。

2.調査の概要

斐伊川の流れが突き当たって強く屈曲する位置に突出する低丘陵で、丘端から約120mの 陵上

を中心に調査を行った。

前年の分布調査に際し地形測量を行い トレンチによつて丘端の小削平段とそれに続く尾根上の

小路があり、さらに尾根基部に近くやや広くなった位置にある小さいマウンドを確認していた。

これによつて、丘端部削平段の約190ピ部分と尾根基部のマウンド部約220∬については全面発

掘を行い、尾根沿いの小路については トレンチによつて確認するに止めた。またマウンド部につ

いては、その南西急斜面についても試掘を行って横穴墓の存否を検討した。

A.シベ石遺跡

1)遺 構

斐伊サ||か らの比高約40mの張り出し尾根自体が花南斑岩様の岩質で、表面に近くやや風化して

脆くなっているところである。北の丘端のわずかに高まるところを削り出して平面とした遺構で

略方形をなしている。この削平面の西側は地山から約20cm切 り下げた法面が破砕礫を積んだよう

に直線状をなし、南側は尾根路から一段下るように切 り出している。北側は緩やかな自然斜面ヘ

続く。この下方には削平面等は存在しなかった。北東隅は石礫を土止めとしてわずかに埋め上げ

て平面を確保している。削平面の大きさは南北4.4m、 東西4.8mを測る。この平面の中央から南

西寄りに75× 90cmの方形で高さ約10cIIlの 台状地形を削り残 していて、その岩質の亀裂から敷石基

壇と見まがう状態としている。これは近隣の通例から小祠の置かれていた基壇と判断され、当初

川に面した物見曲輪かとしたが誤りであることが判つた。なおこれに接して工事用基準点がコン

クリー トで造標されているが、この基壇遺構はかろうじて外れていた。なお遺物等は何らも検出

し得なかった。

またこの遺構から狭い尾根上を南へ小路がわずかに削り出して造られており、この路は約30m

先方から等高線にそって南西斜面へ向かう。これはさらに谷間に下降し、南西約400mの 麓川添

いの集落へ続くものとみられる。
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シベ石追跡

表層・表± 10YR 4/1(褐 灰)
地山心土 岩盤質 10YR 5/2(灰黄褐)

参
杉 く

/

ミ
~~＼
＼、

0                   20m

―
ｌ
μ
］
〇
―
―

234 60

１

２

　

２

３

毒入星 肥留望参ロック入粘質± 10Y6/2オリーブ灰
～5Y6/2灰オリーブ

地占心I鑽鰍ヒ遥糀謬 Ю釈72にぶい黄橙)
～10Y6/1(灰 )

235 40

243 60

1

2

0          2m

―

図 1.シベ石遺跡 E時仏遺跡実測図
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2)ま とめ一文献の探索から一

該地の小字地名は「シベ石」であり、明治22年編成の字切地図に記載されている。「シベ石」

イま〃滑り石〃の転訛であろう。とすると当地方でのナメラ (滑 ら)即ち岩盤質と同じ意味に理解

され、立地の地盤を示している。

小祠の基壇とするならば、これに対応する社祠等を示すものはないかと探索した。『仁多町誌』
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図3.シベ石遺跡 B主部平面図

には記載がないが、『仁多郡誌び
2に
収録されている旧村別古絵図によると該当地に「大山権現」

と明記し、『雲陽誌占
3に
も記載があった。この村別絵図の原本は藩制下のもので、明治期に仁多

郡役所に引き継がれた文書の一端と思われるが、その後昭和20年二成大火によつて消失しており

現存しない。従つて絵図製作年代は特定不能である。『雲陽誌』は「大山権現。大山祗命なり、

鎮座年代詳ならす、社三尺四方、祭日四月十四日なり」と記録している。

ともあれ、これによって江戸時代中ばには前布施村で祀つていた大山社の跡と判明した。上手・

下手に集落を一望するこの社祠は北に面し、大きさは90cIIl(3尺)四方の記述のとおりであるこ

とが判つた。

B.時仏遺跡

1)調査方法

フラントな尾根上のマタンド部を中心に約20× 20mと それに続く南西の急斜面15× 15mほ どの

範囲を対象として伐採ののち地形測量を行い、マウンド部はトレンチののち全面を、斜面はマウ

ンド頂部から約6mと 約10m下方にトレンチを設定して発掘した。この斜面の試掘 トレンチは横
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穴墓の存否を確認するためである。

2)遺 構

マウンドは、尾根下方方向は約3.5mあたりまで地山を整形して自然斜面に摺り付け、尾根上

方方向へは2.5mに地山心土に達する周溝を掘つて整形し、マウンド頂部には表層下厚さ20cmほ

どの盛上がなされている。マウンドの形は6× 7mのやや歪な円形をなす。高さは後背部周溝底

から60clll、 前方からは約1.lmである。マウンド頂面は直径1.5mほ どの円形の平坦面であるが、

掘込みや配石等の何らの遺構もなかった。周溝部分についても流入上のみで土器片や焚火の痕跡

等も全くない。

以上のように、このマウンドが小規模な古墳でもなく、また盛土上における祭祀の痕跡も見当

たらないことから、これを後背マウンドとして営まれた横穴墓の存在する可能性があるとすると、

図4.時仏遺跡 日実測図

表 層 (根群多)
盛 上 10YR 4/4(褐 )
流人上 10YR 4/4(褐 )
風化地山上 5Y5/4(オ リーブ)
地山心上 10YR 6/6(明黄褐)～ 5Y4/2(灰オリーブ)
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地形や方位からして南西の急斜面についての精査が必要となった。

この斜面は 35° 以上の急勾配地で、ここに等高線に沿った 2本の トレンチによつて掘削土の掻

き出し或いは前庭部の掘込み等の所見はないか検討した。 しかし、脆い地質の崖状をなす自然地

形のままであり風化地山心土にはやや斜行する大亀裂部や岩屑の雪崩れ部が認められるのみであつ

た。

3)ま とめ

以上の結果からは当該マウンドの性格は把握出来なかった。この間において施工詳細計画図が

示され、該地はその工事施工範囲からすくなくとも35m以上離れた区域外にあたることが判つた。

これによって当該マウンドについての発掘調査は今回性格不明のまま終え、今後の機会に委ねる

こととした。

3.結 び

二つの遺跡が少し離れて存在したこの地点は、前布施地区を上流部と下流部に三分する中間点

にあたる岩脈質の出尾根上にあたる。

シベ石遺跡はその突端上につくられた小社地で、岩質地山を削り出した祠の基壇であった。遺

物はなかったが古文献との一致から、近世に集落の祀る大山社の跡と判断した。

また、尾根基部に近い位置の小マウンドは半ば周溝を掘 り巡らせて若干の盛上を行ったもので

ある。しかしマウンド上や周辺には何らの遺構もなく、また直近の急な南西斜面についても横穴

墓の存否を検討するため試掘したが、何らも検出し得なかった。したがって、このマウンドが横

穴墓の後背墳丘として造られたものとの見方も薄れた。また、後世の祭祀のための小塚であるの

かも知れないが決め手がない。今のところ後考にまつほかにない。なお、現地は施工計画範囲か

ら外れて残存する部位にあたることから消滅は免れるものと思われる。

(杉原 )

※1『仁多町誌』仁多町 平成8年 3月 29日 発行

※2『仁多郡誌』仁多郡役所 大正8年刊

※3『雲陽誌』日本地誌大系復刻本 雄山閣

註
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T4と 尾根路

シベ石遺跡
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地山削出し基壇
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とき ぼとけ やま

時仏山横穴墓

所 在 地  仁多町大宇佐白H79(山林)
調査面積  対象409ポ (内1発掘40雷)
調査指導  西尾克己 (島根県埋蔵文化財調査センタィ)
人骨鑑定  ―井上晃孝

調査期間  平成12年10月 3日 ～10月 11日

調査協力  まるなか建設 (株)





1.発見と経緯

この遺跡は、尾原ダム関連町道人代三沢線付け替え工事の法面掘削の作業中に発見された横穴

墓である。この地点は斐伊)||を 眼下にする丘陵の頂部からわずかに下つた比高80mほ どの丘腹に

位置する。小字地名からこの遺跡名称を「時仏山横穴墓」とした。

筆 逐
ン/

や
§

C    C′

0        2m

―

上

山

表

地

クロボク上

真砂上

10YR 3/1(黒褐)
10YR 7/4(に ぶい黄橙)

図 1.地形図・ トレンチ図
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調査に至る経過は次のようである。

平成12年 9月 27日  午後、掘削作業中、地面に穴が開いて発見 即時届出

即日県教委西尾・町教委杉原が現地で横穴墓と確認

28日 ～ 工事者において当該地付近の刈払いを行 う

10月 2日  建設省・県教委 。町教委で対応を協議

緊急発掘調査と付近の未施工範囲の分布調査を仁多町教委が行なう

こととする

3日   10月 末1日 までを目途に現地調査を開始

H日  該当は 1穴のみであることを確認し、埋葬人骨の取り上げを行って

調査を終了する

発見時の状況は工事中に玄室奥部の天丼部分が落盤開口したもので、玄室内には崩落した土が

約50cm積 もつており、その隙間に脊椎骨片が若干みられて埋葬人骨の残存も判つた。そして前庭

部はかろうじて施エラインから外れて残存していることも判つた。この横穴は風化花闇岩 (真砂

山)の地山に掘り込んで造られている。

2.遺 構

この横穴墓の主軸は真束に開口するもので、全長約 8mの遺構である。

1)玄室・羨道部

玄室は幅1,Om。 長さ2.2m。 隅角は九味で、奥壁は上端で15cmほ ど内傾する。高さは奥壁で1.1

m、 中央部では崩落のため棟は明確でないが約1.2mで断面形はふくらみのある三角テント形を

なす。また、玄門部は剥落のため不明である。壁面軒線は認められない。

羨道部は玄室の北壁沿いに延長してつくられる片袖様式で、長さ1.2m。 幅は玄門部で0.75m・

羨門部では0.52mの奥に広い形をなす。高さは大部分剥落のため明確ではないが、0,7m又はそ

れより若干高い。

床面は横断面で浅いU字形をなし、中央部が若干深くなっている。さらに縦断面では玄室から

羨道へかけて緩く一様な勾配で前へ下るもので、ほぼ3.5%の勾配となっていて排水を思わせる

が、その削り出し面はやや粗雑である。玄室の床面には2～ 4 cm厚 さの真砂土を敷き均して埋葬

が行われていた。また羨門部には床面にのみ閉塞の溝がつくられている。

2)前庭部

前庭は幅が狭く、墓道と呼ぶのがふさわしいような造りで、横断面はU字形に凹むものである。

前庭長は地山面で3.7mを測るがその先端は表土層中に達している。羨道前方1.7mま では緩く下

降し、羨門部近くでは幅0。 7m強で漸次狭くなり0.4mと なるが、その先方はやや急勾配に下り、
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1 表層 ,表土 (黒色土)
2 流入土 (砂質土)
2    10VR4/1〔 褐灰)
2′ 流入土 (砂土)

7.5YR5/3(1こ ぶい褐)
～■5YR 7/4(にぶセヽ橙)

3 均し土 (地山掘削砂上)
■5YR 7/4(に ぶい橙)

図2.遺 構 図
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幅は約0,7mである。この前方急斜部分は掘削土で均らされていて、埋葬時にはほぼ水平な面と

して使用されていたとみられる。

羨門部は、高さ2.lm。 上幅1.8mの壁面を削り出してその下端中央に開日している。このとき

前庭奥端は羨道端の床の高さから閉塞溝部で6.5cmの落差で段落ちとなつている。

3)埋葬状況と遺物の検出

玄室内には 1体の埋葬人骨があつたが残存状況はあまり良くなかった。埋葬は頭位を奥にして

玄室ほぼ中央に伏臥伸展位で置かれている。頭部は奥壁から約35cIIlの あたりを中心に直径約20cIIl

円形に黒褐色腐朽土状となっており、奥からlmの腐朽化した寛骨あたりまで椎骨列が推定され

た。しかし、同じく70cIIlあ たりは発見時に撹乱されて乱れていた。下肢の長管骨は両端部が腐朽

し骨体部のみが明らかであった。奥壁から1.8m以遠の足端部は消失している。

土器等の供献は玄室内や羨道部等にも全く見当たらなかった。

埋葬人骨の頸部を中心に玉類が散乱していた。

6ヶ   メノウ製

4ヶ  水 晶 製

46ヶ   ガラス製

である。これらの玉類は骨体とほぼ同じレベルで上面にあるものと、頸椎骨等を取り上げた下に

あるものとがあったが、無秩序な散乱であり連をなす部分は見当たらなかつた。また、小玉の一

部や破片は床土を箭にかけて検出した。

ガラス小玉出土

勾 玉

切子玉

/Jヽ  玉

―

―

羊

卜

め

0                    50cm

図3.玄 室 図
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3.遺 物

1)人 骨

埋葬人骨は 1体のみである。保存状態は概 して良くなく頸～右胸部と寛骨付近がややよく残つて

いた。埋葬後の撹乱はなく、うつぶせに葬られていた。この人骨については井上晃孝先生に鑑定

を願い別項のように報告された。

それによると熟年 (40～50才代)女性、身長約155cIIlで ある。その他所見として骨髄炎の疑いや

骨粗慈症が指摘された。

2)玉類について

(1)勾玉は6点すべてメノウ製で、角ばつて屈曲するいわゆる 〃コ〃字形の製作である。玉材

は部分的色むらがあり、研磨はやや粗略で研面に条痕を残すものが多い。玉体断面形はやや

多角形気味でもある。穿孔方向は左右区々で、孔径は入日側で2.5～ 3 11ull・ 奥では1.0～ 1.5

11ullで あり、いずれも皿状の受け孔を穿つ。各個の長さは3.2～ 3.3cm・ 重さはおよそ7.2g前

後であるが3.8cm・ 12.Ogと 大形のもの (血 4)が 1点ある。

図4-1.勾 玉 E切子玉

(2)切子玉は4点ありすべて水晶製である。大きさは長さ3.4cm。 重さ12。 10gの大形品から

0.9clll・ 0.65gの極小形品まである。最大径では1.9～ 0.85clllま でである。径最大部の稜は正

しく直線状にはならないが研磨の透明度は良い。穿孔は勾玉の場合と同じく一端に受け穴を

穿っている。

(3)小玉 は46個すべてガラス製である。内 3個は破損片で図示していない。色は一応、青緑

色・空色・青色・濃紺～藍色・くすんだ青色の5区分としたがいずれも青色系である。形状
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図4-2.ガラス小玉

は外形・孔径ともに正円のものは少なく、また厚さも片寄るものが多い。顕微鏡で見るとす

べてひき技法で製作されたもののようで、内包する細気泡が孔に平行に列をなすものが認め

られる。また断面は再力日熱して曲面をつくり、側面には条痕のつくもの (図版NO.38)や粗磨

きのため大気孔の縁がめくれているものも見られる。 1個だけは斜めに切断したままに近い

もの (図版陥40)も あつた。

(+0.543)
+Σ

¬
十Σ(+0,468)

中〕

＋

・
引 ア(4.008)

」 一Σ(-0.468)

図5.ガラス小玉計測分布 (n=42)
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表 出土ガラス玉計測値

瓢Nc 亘径 (IILll) 厚さ(IIull) 孔径 (llull) 董さlmgl 気 泡 技法 写真 備 考

l 3.7× 3.9 4.0～4.7 2.9× 2.6 120 細気泡列 ひ き ○ 取 り上げNo 4

2 4.3× 4.2 3.0-2.6 1.9× 1.6 100 不  明 取り上げ陥5
3 4.1× 3.8 2.9 1.8× 1.5 90 細気泡多 取り上げ配 6
4 4.8× 4,4 2.0 2.0× 2.1 50 細気泡少 取り上げ陥 7
5 4.0(正円) 1。 9-2.2 1.5(正 円 ) 40 気泡少
6 4.3(正円) 3.9-3.5 1.4× 1.3 100 わかり1こ くい 取 り上げ陥 8
7 4.3× 4.2 2.0´彰2.2 1.6(正 円 ) 60 大・小気泡少 取り上げ陥 9
8 4.3(正 円) 2.4 1,3(正 円) 70 大気泡少 外面すじ   取り上げNO.10
9 5,0× 5.1 2,7かV2.8 1.4× 1.7 120 細気泡やや多 めくれ      〃

10 3.7× 3.8 2,4′～2.1 1.6× 1.4 50 細・中気泡多 表面粗      〃

4.0× 3.8 1.8 1.9× 1,7 40 細気泡列 外面すじ   取り上げ配H
12 4.7× 4.0 2.4～2.1 1.6(正 円 ) 80 細気泡列 O 外面すじ,め くれ 取り上げNO.12
13 4.4(正円) 8.6～3.4 2.lXl.4 140 細気泡列 めくれ    取 り上げ配 lC
14 3.7× 3.5 1.3(正 円) 50 細気泡少 〃 取り上げ陥14
15 4.0× 4.3 1.8ヘン1.6 2.0× 1.8 40 細気泡列 取り上げN01[
16 3.5(正円) 4.4 1.3(正 円) 70 細気泡列 〃 パイプ斜め切り 取り上げ陥lC
17 3.7× 3.5 1.8 1,4(正 円) 50 気泡少 〃 取 り上げ配17

18 3.4× 3.2 3.0-2.8 1,3× 1.2 60 細気泡列 〃 取 り上げNO.18

19 4.0(正円) 2.1-2.3 1.4(正 円 ) 80 不  明 〃 取り上げN019
20 3.8(正円) 2.3ヘン2.6 1.2× 1.5 50 大・細気泡少 〃 以下箭中出土
21 2.9(正 円) 2.1ヘン2.2 1.1× 1.2 20 気泡少 ,,

22 3.4× 3.6 2.0 1.2× 1.4 30 細気泡少 〃

23 3.2× 3.5 2.7ヘン2.6 1.2(正 円 ) 30 不  明 〃

24 4.3× 4.6 3.8～3.4 1.7× 1.5 120 不  明 〃

９

々 3.2× 3.3 2.7-3.0 1,3(正 円〕 40 細気泡少 〃

26 3.9(正円|

1.6(正 円 |
60 大気泡少,小気泡列

27 4.3(正円) 2.0´彰2.3 2.0× 1,7 80 不  明
28 3.4(正 円) 1,3(正 円 ) 40 不  明 表面あばた

29 3.5(円 ) 1.5-2.3 1.5(円 ) 40 細気泡多
30 4.5(円 ) 2.5 1.6(円 ) 90 細気泡たてすじ
4.3(円 ) 3.2´

‐ヤ2.4 1.6× 1.5 90 気泡少,たてに列
つ
と 3.5(円 )

７
ｒ

つ
々 1.4(円 ) 40 細気泡極少 ○ 外面あばた

33 4.4(正円) 2.0ヘン1.9 1,6(正 円 ) 70 小気泡少 条痕あり

34 3.5(円 ) 1.7ヘン1.9 1.6(円 ) 40 外面ややあばた
35 4.0(円 ) 2.0 1.7(円 ) 40 気泡少,列
36 3,7(円 ) ９

， 1.6× 1.5 30 気泡少 〃 たてすじ
，
‘
つ
０ 5,0(円 ) 2.7-3.1 1.8× 1.7 100 細気泡列
38 4.5(正円) 3.0～2.8 1.6(正 円) 80 大気泡あり 〃 ○ 外面す じ,め くれ
39 3.8(正円) 2.0-2.2 1.4(正 円 ) 50 細気泡あり 〃

40 4.0(円 ) 1.7(円 ) 120 細気泡あり 〃 〇 折 りのまま 斜め切 り
41 3.9(円 ) 2.5 1.5(円 ) 60 細気泡列 ,, みがき
42 3.8(円 ) 2.0-2.1 1.6(円 ) 30 気泡少 〃 外面みがき
43 5.0× 4.0 2.3-2.8 1.5(正 円) 110 糸H気泡少 〃 穴にめくれ (不整円)

小玉計測値集計

直 径 Illlll 厚 さIIull 孔 径 IIIll 重 さmg

平 均 値 3.97 2.48 1.56 66.74

標準偏差値± 0.46 0。 71 0.26 30.55

蓋 然 誤 差 士 0.31 0,48 0.18 20.61
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これら小玉を計測値 (表・グラフ)からみると直径と厚さには相関は見られず、平均値は直径

4.OIlllll、 厚さ2.5111111で あり、その分布幅は標準偏差値で直径3.50～ 4。 4511ull、 直径より厚い例外品 3

点を除くと1.8～ 2.911EIlで ある。また孔径は1,38～ 1.82111111で 平均は1.5611111で ある。重さは主に厚さ

に関わり約44～97ngで平均は67mgで あつた。

これらガラス玉についての化学分析による組成の検討は行っていないが、色調等の類似から丸

子山古墳
2の
場合のようにCuを含むノーグライムガラスではなかろうか。

4.付近の分布確認

この横穴墓の発見位置が施工掘削計画のラインすれすれの点であることから、以後の施工範囲

を中心に同様の横穴墓等が存在するか否かを併せて検討した。

先ず北東に向かつて大きく下降する支尾根の東斜面についてみると、上部にあたる当該横穴墓

と同レベルには地形に余裕がなく、北にずれながら落差 3m毎に3本、合計35mの トレンチを等

高線沿いに設けて地山への加工痕の有無を観察した。その結果はいずれも自然地形のままの斜面

であった。なお、さらに下方については谷間に近く横穴墓の存在する可能性はないと思われたの

で試掘は行わなかった。

次に、谷の奥まるあたり当該横穴墓の南斜面については、非施工範囲で現状の林地のままであ

ることから、処々においてボージングステッキによる予備踏査に止めた。その結果は当該横穴墓

より南へ6m・ 10m。 15mの約 2～ 4m高い3地点に表土が大きく落ち込む部分があることが判つ

た。そしてこれが一連の未発見横穴墓群である可能性を指摘するにとどめた。

5,むすび

この時仏山横穴墓は南方の尾根上方の位置から数穴続く横穴墓群の下端に位置するものかとも

思われるが、これから北下方斜面へは続かなかった。

この横穴墓は断面三角テント形妻入りの様式で、玄室長2.2mを測る、当地に普通にみられる

様式・規演
3と
云えよう。 しかし、主軸方向が東方向であることは通例とやや異なるもので、こ

れは地形の制約によるものであろうか。

被葬者は熟年女性 1人とされたが、その埋葬については奇異な′点が多い。玄室奥を頭位に玄室

ほぼ中央に伏臥伸展位であった。また通例は少なくとも数点以上の副葬された土器等があるのだ

が、この横穴墓には玄室内は勿論、前庭部にも供献土器等は全く無かった。そして被葬者は勾玉

6個をはじめ、切子玉4個・ガラス小玉46個 と、その玉類の数において近隣の他例 より突出し

ている。

造営の年代については何らの手がかりもない。しかし、前庭・墓道の拡がらないことからする

と当地方ではやや古段階かとも思われるが、明確ではない。ましてや、伏臥位の埋葬は管見の限

り前例を知らず、異常な埋葬方法としか言いようがない。そしてこれが何を物語るのかも計 り
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知れない。今後の事例をまって再検討を要するものである。

註

(杉原)

※ 1 観察にあたつて次の文献を参考とした。

三浦 清・渡辺貞幸 :「 山陰地方における弥生墳丘出上の玉類について一西谷 3号墳出土品を中心にし

て一」『島根考古学会誌』第5集,1988

藤田 等 :『弥生時代ガラスの研究』名著出版 1994

※2 澤田順弘 :「丸子山古墳出土玉類の化学組織」『武者山遺跡・丸子山古墳群』仁多町教育委員会 1995

※3 「第 3～ 6回横穴墓検討会資料」同研究会 (研究会レジメ)1996・ 1997の集成資料など

※4 『仁多町・伊賀武社横穴墓』仁多町教育委員会 (近刊予定)

『東下谷横穴墓』三刀屋町教育委員会1984

※5 井上晃孝先生の教示による

島根県埋蔵文化財調査センターの調査に関わる、島根県玉湯町所在岩屋古墳群 5号墳第 1主体の埋葬人

骨3体のうち最終次である男性骨の上半身が仰伏逆転しており、半腐乱時に人為的に反転されたのでは

なかろうかと指摘された事例がある。(報告書近干J予定)
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付編 I

仁多町時仏山横穴墓・殿ヶ迫横穴墓群出土人骨

井 上 晃 孝
A.時 仏 山 横 穴 墓

時仏山横穴墓は島根県仁多郡仁多町前布施地内に位置する。

本横穴墓はたまたま尾原ダム関連工事作業中に発見されたが、横穴墓群をなしていたかどうか

は不詳である。

本横穴墓の玄室中央部に、被葬者 1体が埋葬されていた。

古墳時代の埋葬法 (姿態)はほとんど仰臥伸展位であるが、今回出上した人骨はこれまで全く

報告例をみない、背面を上面にした伏臥伸展位であることが確認された。

以下、出土人骨の概要を報告する。

1.骨の遺残性

本屍骨の胸郭部は、天丼の崩落によつて埋没し消失しており、骨の遺残性はやや不良であった。

2.遺残骨名とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :左右側頭骨,頭頂骨片,

下顎骨 :左下顎体 (臼歯部欠)

上顎骨 (正中部にて左右に離開)

右下顎体 (ほぼ完形)

―

―

上

卜

め

時仏山横穴墓 玄室図

-143-



歯 牙

脊椎骨

頸椎骨

胸椎骨

腰椎骨

釘植歯牙 9ヶ

遊離歯牙 8ヶ

hl～ 7;完形

配 1～ 3,ほぼ完形

配 4～ 9,椎体と椎孔の周辺骨

配10,ほぼ完形

No.■ ,上関節面部

血12,棘突起部

hl,椎 弓板部のみ

配 2;椎弓板部のみ

配 3;椎孔周辺部

NO,4,ほ ぼ完形

h5,ほ ぼ完形

比 1～ 4;完形 (完全融合)

叱 1～ 2;骨片

Ｏ

△

×

□

繊

Ｃ

釘植歯牙

遊離歯牙

歯槽開放 (死後欠)

歯槽閉塞 (生前欠)

破損部位

虫 歯 (カ リエス 2度)

仙椎骨

胸郭骨

肋 骨

上肢骨

肩甲骨

下肢骨

寛 骨

大腿骨

睡 骨

〃F骨

足 骨

左

腸骨 ;ほぼ完形

遠位部脆弱化,遺残全長41.8cm

骨体下部～遠位部

骨体中央部 (脆弱剥離状)

足根骨 lヶ (瞳骨の 1部)

比 2～ 6;骨体中央部

関節部,外側縁,肩甲棘の 1部

腸骨 ;ほば完形

遠位部脆弱化,遺残全長41.2cm

近位部 (上端関節面のみ)

右

右

右

右

右

左

左

左

左

左

3.推定性別

人骨中、性差の最も著しいのは骨盤 (寛骨)である。遺残の寛骨の左右の大坐骨切痕は鈍角で

典型的女性骨の形状を呈していた。
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脊椎骨 (頚椎,胸椎,腰椎)の椎体はかなり小さく、大腿骨は細く、きゃしやで後面の筋粗面

の発達も弱い。

以上の所見は、女性骨特有の形状であるので、本屍骨は明らかに女性骨と推定できる。

4.推定年齢

本屍の遺残歯牙の咬耗度はブロカーの 2度以上である。

寛骨の仙腸関節面の大陥凹の所見は、高齢者にみられる骨吸収 (骨粗慈症)によるものである。

以上の所見は、高齢者によくみられ、本屍の年齢は熟年 (40代後半～50代位)が推定される。

5.推定身長

本屍の生前の身長は、ピアツン法
)で
145,6cIIl、 藤井法

)で
154.3clllで ある。

6.疾 患

1)虫 歯

本屍右上顎の第 2大臼歯 (」)と 第 2小臼歯 (』)に舶歯 (虫歯)がみられた。

2)歯槽膿漏

本屍右下顎の臼歯部は歯槽閉塞で平坦化しているが、生前歯槽膿漏に罹患して臼歯部の歯

牙が脱落、歯槽部が閉塞しているが、骨髄炎を惹起した疑いがある。

3)骨粗慈症

本屍は女性で高齢者であり、寛骨 (腸骨)の仙腸関節面の大陥凹と脊椎骨 (胸椎,腰椎)

の棘形成は骨吸収による所見で、老人性骨粗慈症が疑われる。

7.考 察

1)特殊な埋葬法 (姿態)

古墳時代の石棺や横穴から出土する被葬者の埋葬法 (姿態)に関する報告例は、これまで

ほとんど仰臥伸展位であった。例外的に追葬の際、石棺や横穴の大きさにより、便法として

先葬者の遺体を側臥伸展位または集骨状に周囲に移動する例は時にみられた。すぐ近隣の殿

ヶ迫横穴墓群からの出土人骨の埋葬法は、古墳時代の慣例通り、すべて仰臥伸展位であった。

今回、本横穴から出土した被葬者は、これまで全く報告例をみない特殊な埋葬法 (姿態)

で検出された。

即ち、横穴玄室中央部に熟年女性が伏臥伸展位 (う つ伏せ状)で埋葬されていた。

被葬者の埋葬姿態は、端的に云えば、背面を上面 (う つ伏せ状)に していた。

本屍の遺残骨の上面を骨格順に記載すると、次の通りであつた。

上顎骨は頚椎骨の下部の屍床の砂中より検出した。
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脊椎骨の頚椎,胸椎,腰椎骨は、後面の棘突起部が上面に位置し、仙椎骨も後面の正中仙

骨稜、外側仙骨稜が上面に位置していた。

肩甲骨も背面の肩甲棘が上面となっていた。

寛骨は腸骨外面が上面に、大腿骨は後面の粗面 (殿筋粗面,恥骨筋線)と 小転子が上面に

位置していた。

横穴の出土状況からして、後世の人為的撹乱は全く考えられない。

被葬者は熟年 (40代後半～50代位)の女性で、副葬品として土器類はなかったが、玉類を

多く検出、この地域の横穴としてはかなりの厚葬である。

古墳時代人の平均寿命は、男女とも31・ 32才位とされているので、本横穴の被葬者は当時

としては、かなりの高齢者であり、女性ながら長老格的存在だったのかも知れない。

1つの仮説として、被葬者は特殊な身分 (呪師、シャーマン)で、一般の被葬者の埋葬姿

態 (仰臥伸展位)と異なる職業的、身分的埋葬姿態 (伏臥伸展位)が あったのかも知れない。

しかし、全国的にみると、古墳時代の各地域には地域性はあるとしても、それぞれに呪師

(シャーマン)風の身分の人々がいたと思量されるが、これまで伏臥伸展位の埋葬姿態の報

告例がない。

単なる偶然的な埋葬姿態であって、それ程葬俗的意味はなかったのだろうか。現時点では、

納得のいく説明ができない。今後類例が出土したら、横穴の様式、伏臥伸展位、性別、年齢

と副葬品等の関連性を精査し、比較検討する必要がある。

2)仁多町横穴墓出土人骨の身長値

仁多町における古墳時代の横穴墓出土人骨 (筆者鑑定分)3～
7)の
性別、年齢と身長を表 1

にまとめた。

今回、発据された時仏山横穴墓と殿ヶ迫横穴墓群の出土人骨の身長は、同時代の他の横穴

墓出土人骨の身長値とおおむね大差ない。

時仏山横穴墓出土人骨は熟年女性で、身長はピアノン法で145.6cIIl、 藤井法で154.3cmであ

る。

殿ヶ迫横穴墓群 3号穴出土人骨は熟年女性で、身長はピアノン法で140.Ocm、 藤井法で

143.Ocmである。

いずれもピアツン法では低身長値である。特に時仏山横穴墓出土人骨の身長値はピアノン

法で145.6cIIl、 藤井法で154.3cmで 約10cIIl弱 (8.7cIIl)の 差がみられた。横穴墓の埋葬遺体の

実測値によると、約155.Ocmで ある。

古人骨、人類学の領域では、身長の計測方法はこれまでピアツン法が基準として用いられ、

他遺跡出土人骨の身長値と比較する場合は文献的に有効であるが、これまでの自験例からみ

るとピアノン法よりも藤井法の方がより実身長値に近いのではないかと思量する。
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8.ま とめ

時仏山横穴墓には被葬者 1体が埋葬されていた。被葬者は熟年 (40代後半～50代位)の女性で、

身長はピアツン法で145.6cm、 藤井法で154。 3cmである。

疾患として、齢歯 (虫歯)2ヶ (いずれもC2)、 右下顎臼歯部は生前歯槽膿漏に罹患、その部

位の歯牙が脱落、歯槽閉塞しているが骨髄炎の疑いがあり、さらに老人性骨粗慈症の所見もみら

れた。

古墳時代人の埋葬法 (姿態)は、一般的に仰臥伸展位であるのに、今回出上した被葬者は明ら

かに伏臥伸展位 (う つ伏せ状)で、これまで報告例をみない。

今後、さらに類例を検証していく必要がある。

表 1. 仁多町横穴墓出土人骨一覧

横 穴 墓 名 号 穴
被葬
者数

人 骨
No.
性 乃町 年 齢

身  長
文 献

ピアノン法 藤 井 法

上分中山横穴墓 3

1号

2号

3号

♂

♂

♂

壮年前期

20  +ヽ

熟 年

163.8

158.3

150,0

163.0

156.2

比久尼原横穴墓 5 1 ♀ 20才前後 150.5 3

川子原横穴墓 2
1号

2号

♂

♀

壮年前期

10代
153,7

134.7

151.7

186.2
4

コフケ横 穴墓 2
1号

2号

♀

♂

壮年前期

壮年後期

150。 9

164,3

148。 1

163.3
5

玄蔵坊横 穴墓 2
1号

2号

♀

♂

成人域

熟 年

不 詳

158.0

不 詳

157.0
6

須 坂 横 穴 墓 2
1号

2号

♂

♀

壮年中期

壮年中期

不 詳

不 詳

不 詳

不 詳
7

時仏 山横 穴墓 1 ♀ 熟 年 145,6 154. 3

殿 ヶ迫横 穴墓

1-2

3

4

1

1

1

♂

♀

♂

熟 年

熟 年

10代前半

159.3

140,0

不 詳

157.8

143.0

不 詳
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B.殿ヶ迫横穴墓群
殿ヶ迫横穴墓群は島根県仁多郡仁多町前布勢地内に位置する。

横穴群は5穴からなり、その内人骨が出土したのは 3穴 (1-2号穴、3号穴と4号穴)で、
いずれの横穴とも、被葬者が 1体ずつ出上した。

1-2号穴の出土人骨の遺残性はやや良好であつたが、 3号穴の出土人骨の遺残性はやや不良

であつた。

4号穴の出土人骨は未熟骨で人骨は全く遺残してなく、歯牙のみ検出され、骨の遺残性は不良

であった。

以下、各横穴毎に出土人骨の概要を報告する。

1-2号 穴
玄室中央部に、被葬者 1体が埋葬されていた。玄室中央八日側に頭位をおき、玄室中央奥部に

足位をおいて仰臥伸展位で埋葬されていた。

特異的所見として、右下肢骨 (大腿骨,雁骨,〃
'骨

)はすべて後面を上面にして遺残していた。

また、頭骨の頭頂面と右下肢骨 (大腿骨,睡骨,"F骨)に損傷 (切創)がみられた。

1.骨の遺残性

被葬者 1体が仰臥伸展位で埋葬されていたが、天丼崩落により胸郭部と足骨が移動、または消

失がみられたが、骨の遺残性はやや良好であつた。

o                50cll

1-2号穴 玄室図

や黎

．一
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2.遺残骨名とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :ほぼ完形

前頭骨,頭頂骨,後頭骨,左側頭骨,

骨の 1部欠)

下顎骨 :ほぼ完形

歯 牙 :

脊椎骨

頚椎骨 NO.2, 3;完形

配 5, 6;椎体の 1部

陥 7  ,椎 体,棘突起部

配 1～ 3;ほぼ完形

配 5～ 6;椎体の 1部

陥 7～12,ほぼ完形

配 1～ 5,ほぼ完形

陥 1～ 5,完形 (完全融合)

胸椎骨

腰椎骨

仙椎骨

胸郭骨

胸 骨 ほぼ完形

ほぼ完形

陥 1,完形

血不明 ;肋骨片10ヶ

肋 骨

左頭蓋底骨 (右顔面骨,右側頭骨,右頭蓋底

釘植歯牙

遊離歯牙

歯槽閉塞 (生前欠)

歯根のみ

破損部位

No.2;肋骨片

� 5～■ ;肋骨片

配不明 ;肋骨片若干

内側縁部欠

関節面,肩甲棘,烏 口突起,外側縁

骨体上部～下端部 (近位部崩壊)

遺残長31.Oclll

ほぼ完形,全長23。 8cIIl

完形,全長22.5cm

Ｏ

△

□

ｒ

津

柄

体

左

上肢骨

鎖 骨 左

肩甲骨 左

上腕骨 左

尺 骨 左

撓 骨 左

下角部欠

ほば完形

(形態長10.Ocm,形態幅15.Oclll)

近位部～骨体中央部 (下端部欠)

近位部～骨体下部

骨体中央部のみ

右

右

右

右
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手 骨 左

下肢骨

寛 骨 左

大腿骨 左

膝蓋骨 左

睡 骨 左

〃F骨 左

足 骨 左

手根骨 lヶ (月 状骨)      右 :指節骨 2ヶ (基節骨 2)

中手骨 lヶ (陥 3)

指節骨 5ヶ (基節骨 2,中節骨 1,末節骨 2)

腸骨,寛骨臼宿部,大坐骨切痕  右

ほば完形,全長41.5clll      右

ほぼ完形,4.1× 4.6clll      右

ほば完形,全長34.Ocxll      右

ほぼ完形,全長31.lcm      右

足根骨 2ヶ (踵骨,距骨)    右

中足骨 lヶ (L4)

指節骨 2ヶ (基節骨 1,中節骨 1)

腸骨,仙腸関節面,寛骨臼寓部,

大坐骨切痕

完形,全長41.5clll

ほイゴ抗ジ移, 4.1× 4.6clll

ほぼ完形,全長33.5cm

ほぼ完形,全長32.OcIIl

足根骨 4ヶ

(舟状骨,立方骨,楔状骨 1, 2)

中足骨 2ヶ (No.3,4)

指節骨 3ヶ (基節骨 2,中節骨 1)

3.推定性別

遺残頭骨の諸形態学的特徴、下顎幅11,Oclll、 四肢骨長とその筋付着粗面の発達が良好なこと等、

以上は男性骨特有の所見であるので、本屍骨は男性骨と推定する。

4.推定年齢

遺残頭骨の頭蓋冠縫合をみると、内板では3縫合とも完全融合、外板では3縫合の内、冠状縫

合は完全融合、矢状と人字縫合もほぼ融合している。

頭蓋腔のクモ膜顆粒小禽の出現程度は、矢状縫合に沿つて軽度に出現している。

脊椎骨の内、胸椎骨と腰椎骨の椎体上縁と下縁の棘形成は中程度である。

以上の所見から、本屍の年齢は熟年 (50代位)が推定される。

5.推定身長

本屍の生前の身長は、遺残四肢骨長からピアノン法で159。 3cm、 藤井法で157.8cmであり、大約

160cmと 推定する。

6.損傷 (切創)

1)頭骨の頭頂面

左頭頂部から矢状縫合部 (プ レグマ部より後方6.Oclll)を通過 し、右頭頂部にかけて平行

に並んだ (幅 2 11ull)2条の骨質 (1～ 2 11ull)に 達する浅い創がある。
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2)右大腿骨 後面

下端部の内側上顆～内側顆にかけて、鋭利な切創面 (径3.5× 3.Ocm)

3)右雁骨 後面

上端外側の上関節面～外側顆にかけて鋭利な切創面 (径4.3× 2.Ocm)

4)右DF骨 後面

"F骨

関節面正中部右上から右下に向かう切創 (径3.Ocn)

損傷 1)～ 4)はいずれも鋭利な創で、特に2)～ 4)は右下肢骨後面の創である。

7.考 察

1)下肢骨の倉J

本屍の右下肢骨後面 (大腿骨内側上顆部,雁骨上端上関節面～外側顆,隣骨関節面正中部)

の 3ヶ所に鋭利な切創がみられた。

受創が戦争 (闘争)に よるものか、単なる事故であったのかどうかは不詳である。

類例として、同じく仁多町大字郡村のコフケ横穴墓
)に
は、被葬者 2体 (男女)が仰臥伸展

位で埋葬されていた。被葬者の 1人、男性の年齢は壮年後期位、身長164.Ocmで特異的所見

として左大腿骨下端部の3ヶ 所に鋭利な切創を認めた。

創面の骨の再生 (形成)が全く認められないので本屍の場合同様に、受創後まもなく死に

至ったものと推察された。

同じ仁多町内で、同時代に類似の鋭利な刃物による下肢の損傷例が検出されたのは、単な

る偶然とは考えにくく、何か意図的行動阻止目的によるものと思量する。

2)被葬者下肢骨の異常配列

被葬者は埋葬当時仰臥伸展位で埋葬され、骨は骨格順に配列していたと推察できる。

しかし、骨採取時、被葬者の下肢骨の配列に乱れがみられた。即ち、右下肢骨 (大腿骨,雁

骨,〃F骨)はすべて後面を上面にして反転状態で検出された。その右側に睡骨と平行して断

片的な木質片が検出された。

左下肢骨も移動しており、左大腿骨は上面を上にして右大腿骨と交又してその上位に位置

し、下肢骨 (涯骨,〃F骨)は右下肢骨と平行してその右側に位置していた。

右の大腿骨、歴骨と勝骨に切創があり、右下肢は恐らく「添え木」で強く固定されていた

ものと推察される。そして、治癒することなく死亡し、「添え木」で固定されたまま仰臥伸

展位で埋葬された。

骨折等の治療には、古代人 (縄文後期以降)も経験的に骨折部の整復のために、患部に一

定期間「添え木 (副木)」 をあてて固定し治療していたi!

後 日 (死亡後半年～ 1年位)、 遺体が腐乱、白骨化にともない結合組織 (筋,靱帯)が弛

緩、消失しかかった頃、「添え木」に強く誘引されて右下肢骨全体が反転し、大腿骨、雁骨、

-151-



賜F骨の後面が上面に位置したものと推察できる。

古墳時代人の骨折、受創に際して、患部を「添え木」で固定した事例の検出は、山陰地方

または全国的にみてもきわめてまれな事例であり、文献上貴重な資料がえられた。

左下肢骨は、その後間もなく祭祀のため横穴内に入つた人が人為的に未だ靱帯の弛緩の間

イこ (完全に白骨化していない)、 左下肢を持ち上げ移動し、右大腿骨 (後面が上面)の上に

左大腿骨が交叉状にのっており、左下肢骨 (腫骨,〃F骨)は右下肢骨と平行に位置していた

(下肢骨がすべて上、下の連絡性があるので白骨後の移動ではない)。

8.まとめ

1-2号穴には被葬者 1体が仰臥伸展位で埋葬されていたが、下肢骨に撹乱がみられた。被葬

者は熟年 (50代)の男性で、身長はピアノン法で159.3cIIl、 藤井法で157.8clllで あつた。

特異的所見として、 1)倉J傷 (切創)①頭骨の頭頂面に2条の創 ②右大腿骨の内側上顆後面

に創 ③右雁骨の上端外側後面の創 ④右″F骨の関節面の創 2)「添え木」による固定 右下

肢部の倉J部 (患部)は 「添え木」で固定されていた。

右下肢骨全体に異常配列がみられた。遺体の腐乱・白骨化に伴ない結合組織が弛緩した頃、固

定された 「添え木」に強く誘引されて右下肢骨全体が反転し、大腿骨、歴骨と朋F骨の後面が上面

に位置していた。

その後まもなくして、祭祀のため、同横穴内に人が入 り人為的に左下肢が右下肢上に移動され

た形跡がみられた。

3号穴
玄室左奥部に、被葬者は頭位をおき、須恵器の上器 2ヶ を枕にして、玄室左壁に沿つて足位は

玄室入口側に向かつて仰臥伸展位で埋葬されていた。

1.骨の遺残性

人骨はほぼ骨格順に遺残するが、全般的に脆弱化してもろく、骨採取時に崩壊するのもかなり

あつた。

四肢骨と脊椎骨は、全般的に細くきゃしゃで破損骨が多く、骨の遺残性はやや不良であつた。

2.遺残骨名とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :顔面骨,左右の側頭骨,後頭骨,頭蓋底骨

下顎骨 :ほぼ完形,下顎角幅径9,OcIIl
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3号穴 玄室図

血 1～ 7;完存 (No.1～ 5,完形,

No.1～ 4;ほぼ完形

h5～ 8;椎孔部,棘突起部

配不明 3ヶ ;椎体,椎孔都

陥不明 3ヶ ;椎体,椎孔部

血 1, 2;ほぼ完形 (完全融合)

NO.6～ 7;ほぼ完形)

配不明 ;骨片多数

両端部欠 遺残長9.5cn

関節面部,肩峰部

ほぼ完形 推定全長26.8clll

ほば完形 遺残骨全長21,Ocm

O:釘植歯牙

● :埋伏歯牙

□ :歯槽閉塞 (生前欠)

脊椎骨

頚椎骨

胸椎骨

腰椎骨

仙椎骨

胸郭骨

胸 骨

肋 骨

上肢骨

鎖 骨

肩甲骨

上腕骨

尺 骨

柄長約1/2

体長約1/2

骨片若干

関節面部のみ

骨体上面骨のみ

骨体中央部のみ

柄

体

左

左
　
左
　
左

右

右

右

右

(脆弱化)
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撓 骨

手 骨

下肢骨

寛 骨 左 :仙腸関節面,腸骨体,      右

寛骨臼宙部,大坐骨切痕部

全般的に脆弱破損

遺残長36.5cIIl

右 :骨体中央部のみ

中手骨 lヶ (NO,2)

指節骨 3ヶ (基節骨 2,中節骨 1)

仙腸関節面,腸骨体,寛骨臼宙部,

大坐骨切痕部

全般的に脆弱化

遺残長36.8cm

極めて脆弱化 計測不能

大腿部 左

睡 骨 左 :極めて脆弱化 計測不能     右

〃

'骨
左 骨体 骨片化

3.推定性別

遺残頭蓋骨の諸形状、寛骨の大坐骨切痕の形状と上下肢骨は細くきゃしゃで、筋粗面の発達も

弱く、女性骨特有の形態学的特徴を多数有しているので、本屍骨は女性骨と推定する。

4.推定年齢

頭蓋冠縫合は欠落につき不詳。

口蓋縫合にうち、切歯縫合は完全融合、日蓋骨縫合は完全融合、上顎骨縫合は下1/4ほ ぼ融合。

歯牙の咬耗度はブロカーの 2度

脊椎骨 (胸椎骨,腰椎骨)の棘形成 軽度

以上から、本屍の年齢は熟年 (40代～50代前半位)が推定される。

5.推定身長

本屍の遺残四肢骨長から、生前の身長はピアノン法で140.Oclll、 藤井法で143.OcIIlで ある。

6.疾 患

1)歯槽膿漏

下顎の左右の大臼歯部 (8761 678)と 上顎の左右の臼歯部 (6541 匝 6)は歯槽

閉塞しており、生前すでに歯牙が脱落している。これは恐らく生前歯槽膿漏になり、その部

位の歯牙が脱落して歯槽閉塞したものと推察される。

2)鼻中隔弯由

本屍頭蓋骨の鼻腔内の鼻中隔が軽度に弯由が認められ、生前軽度の鼻づまりを患っていた

ものと推察される。

3)骨粗慈症
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本屍は熟年 (40代後半～50代前半位)の女性で、腰椎骨の椎体の厚さが通常の約2/3位に

圧平されていた。これは恐らく老人性骨粗慈症による圧迫骨折の疑いがある。

7.考 察

古墳時代人の平均寿命は男女とも31、 32才位 とされており、今回発掘された時仏山横穴墓の被

葬者は熟年 (40代後半～50代位)の女性で、寛骨の仙腸関節面に骨吸収による大陥凹がみられ、

骨粗慈症の所見であつた。

殿ヶ迫横穴墓群 3号穴の被葬者は熟年 (40代定50代前半位)の女性で、脊椎骨椎体の棘形成と

腰椎骨の椎体の厚さが通常の約2/3位に圧平されており、老人性骨粗慈症による圧迫骨折が疑わ

れた。

骨粗慈症が高齢 (熟年)女性に多いことは月知の事実で女性が男性より7～ 10倍多いという統

計もある。その原因として、閉経後骨密度が急速に減少していくことにある。

類例として、仁多郡横田町角・宮ノ峠横穴墓
)に
は被葬者女性 2体が埋葬されていた。その内、

2号人骨は熟年 (40才前後)の女性で、胸椎骨 (Ts,T7)の椎体の厚さが1/2に圧平されてお

り、老人性骨粗慈症による多発性圧迫骨折と診断された。

これらは、古墳時代人でも高齢 (熟年)者の女性が、現代人と同様に男性より女性の方が圧倒

的に骨粗慈症に罹患していたことを証明している。

8.ま とめ

3号穴には被葬者 1体が仰臥伸展位で埋葬されていた。

遺残骨はほぼ骨格順に遺残するが、全般的に脆弱化しており、骨の遺残性はやや不良であった。

被葬者は熟年 (40代～50代前半位)の女性で、身長はピアツン法で140.OcIIl、 藤井法で143.Oclll

であつた。

疾患として、上下顎の日歯部は歯槽閉塞しており、生前歯槽膿漏の所見がみられた。鼻腔内の

鼻中隔弯曲が軽度に認められた。腰椎骨の椎体が軽度に圧平されており、老人性骨粗慈症による

圧迫骨折が疑われた。

4号穴
玄室中央奥部に須恵器の土器が2ヶ あり、恐らく被葬者はここに頭位をおき、中央入口側に向

かつて仰臥伸展位で埋葬されたと推察された。 しかし、人骨は全く出土せず、頭位付近の死床か

ら歯牙17ヶ のみ検出された。

_1.骨 の遺残性

玄室からは遺残骨は全く出土せず、遊離歯牙 (永久歯)17ヶ が検出された。骨の遺残性は不良
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4号穴 玄室図
o             50cm

であった。

2.遺残骨名とその部位

遺残歯牙 (17ヶ )はすべて永久歯で、その内16ヶ は部位が特定できたが、残 りの lヶ は大歯臼

の歯冠片のため、部位の特定には至らなかった。

歯牙 :部位特定歯牙 16ヶ

△ :遊離歯牙

3.被葬者数

遺残歯牙には重複歯牙が認められず、1体分相当であるので、被葬者は1体である。

4.推定性別

遺残歯牙の歯冠径の大きさから推察すると、本屍は男性骨と推定する。

5.推定年齢

遺残歯牙はすべて永久歯で、第 2大臼歯 (M2)まで遺残 しており、前出歯牙なら12才以上、

また未前出 (埋伏)歯牙なら10才以上が推察される。

歯牙の咬耗度をみると、切歯、犬歯と小臼歯に咬耗は全くみられず、第 1大臼歯 (Ml, 6才

臼歯)はきわめて軽微である。

人骨が全く出上していない所から、未熟骨が想定され、人体の中で最も硬く、遺残性のよい歯

△ △ △
7  6  5
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牙のみが遺残したものと推定される。

以上から、本屍の年齢は10代の未成年であるが、10代前半位の可能性が高い。

6.推定身長

遺残歯牙からは、本屍の生前の身長は不詳である。

7.その他

遺残歯牙のみで、特記事項はない。

8.ま とめ

4号穴には玄室中央奥部に、須恵器 2ヶ が遺残、恐らく被葬者の頭位がおかれたものと推定さ

れ、その屍床より歯牙17ヶ が検出された。

遺残歯牙を部位別に特定すると、重複歯牙は認められず 1体分相当歯牙であつた。

被葬者は恐らく未成年 (未熟骨)の男性で、年齢は10代前半位、身長は不詳である。
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時仏山横穴墓  熟年女性

寛骨大坐骨切痕 (鈍角)

仙腸関節面 (大陥凹)

大矢印

小矢印
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殿ヶ迫横穴墓群

1-2号穴  熟年男性

頭骨 (頭頂面)に 2条の浅い創

下顎骨

夕驚Fロ
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